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○
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す
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正
す
る
訓
令

（
人

事

課
）

一

○
技
能
職
員
の
勤
務
時
間
等
に
関
す
る

規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

（

〃

）

二

○
教
育
局
等
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職
員
の
勤
務
時
間
に
関

す
る
規
程
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一
部
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改
正
す
る
訓
令
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教
委
・
総
務
課
）
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規
程

○
埼
玉
県
企
業
職
員
就
業
規
程
の
一
部

を
改
正
す
る
規
程（
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業
・
総
務
課
）

三

○
埼
玉
県
病
院
局
職
員
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業
規
程
の
一

部
を
改
正
す
る
規
程（

経
営
管
理
課
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○
特
定
非
営
利
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動
法
人
の
定
款
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変

更
に
係
る
公
告

（
西
部
創
造
）

五

○
自
衛
官
の
募
集
に
関
す
る
告
示

（
地
方
分
権
支
援
課
）

五

○
自
動
車
税
等
収
納
磁
気
テ
ー
プ
作
成

業
務
委
託
の
随
意
契
約
に
関
す
る
公

示

（
税

務

課
）

六

○
粒
子
状
物
質
を
減
少
さ
せ
る
装
置
の

指
定
に
関
す
る
告
示
の
一
部
改
正

（
青
空
再
生
課
）
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○
粒
子
状
物
質
を
減
少
さ
せ
る
装
置
の

指
定

（

〃

）

九

○
平
成
二
十
年
歯
科
技
工
士
試
験

（
保
健
医
療
政
策
課
）

一
一

○
大
規
模
小
売
店
舗
の
新
設
に
関
す
る

公
示

（
商
業
支
援
課
）

一
一

○
大
規
模
小
売
店
舗
の
変
更
に
関
す
る

公
示

（

〃

）

一
二

○
川
越
都
市
計
画
防
火
地
域
及
び
準
防

火
地
域
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し

の
縦
覧

（
都
市
計
画
課
）

一
三

○
川
越
都
市
計
画
地
区
計
画
の
変
更
に

係
る
図
書
の
写
し
の
縦
覧

（
都
市
計
画
課
）

一
三

○
越
谷
駅
東
口
市
街
地
再
開
発
組
合
に

お
け
る
理
事
長
の
氏
名
等
の
届
出

（
市
街
地
整
備
課
）

一
三

○
埼
玉
県
収
納
代
理
金
融
機
関
に
つ
い

て
の
告
示
の
一
部
改
正

（
出
納
総
務
課
）

一
三

○
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
公

告

（
飯
能
県
土
）

一
三

○
埼
玉
県
教
育
委
員
会
定
例
会
の
招
集

（
教
委
・
総
務
課
）

一
三

○
公
職
選
挙
法
の
規
定
に
よ
る
不
在
者

投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
施
設
の

指
定

（
選

管

委
）

一
四

○
政
治
資
金
規
正
法
に
基
づ
く
政
治
団

体
の
設
立

（
選

管

委
）

一
四

○
政
治
資
金
規
正
法
に
基
づ
く
政
治
団

体
の
届
出
事
項
の
異
動

（

〃

）

一
五

○
政
治
資
金
規
正
法
に
基
づ
く
政
治
団

体
の
解
散
届
出
及
び
収
支
報
告
書
の

要
旨

（

〃

）

一
六

○
政
治
資
金
規
正
法
に
基
づ
く
資
金
管

理
団
体
の
指
定

（

〃

）

三
〇

○
政
治
資
金
規
正
法
に
基
づ
く
資
金
管

理
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動

（

〃

）

三
〇

○
政
治
資
金
規
正
法
に
基
づ
く
資
金
管

理
団
体
の
指
定
の
取
消
し

（

〃

）

三
一

埼玉県発行

埼
玉
県
訓
令
第
二
十
二
号

本

庁

地

域

機

関

埼
玉
県
労
働
委
員
会
事
務
局

埼
玉
県
収
用
委
員
会
事
務
局

職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
九
年
十
一
月
三
十
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
二
十
七
年
埼
玉
県
訓
令
第
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
に
見
出
し
と
し
て
「（
勤
務
時
間
の
割
振
り
及
び
休
憩
時
間
）」
を
付
し
、
同
条
中
「
次

条
第
一
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
」
を
「
次
条
第
五
項
を
除
き
、
以
下
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の

－１－

第����号平成��年��月��日（金曜日）
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二
項
を
加
え
る
。

２

所
属
長
（
埼
玉
県
職
員
服
務
規
程
（
昭
和
四
十
二
年
埼
玉
県
訓
令
第
四
号
）
第
二
条
第
一
項

に
規
定
す
る
所
属
長
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、健
康
の
増
進
、

疲
労
の
回
復
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
職
員
か
ら
申
出
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
業
務
に
支
障

を
来
さ
な
い
限
り
、当
該
職
員
の
休
憩
時
間
を
午
後
零
時
か
ら
一
時
間
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
場
合
に
お
け
る
当
該
職
員
の
勤
務
時
間
は
、
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
三
十
分
ま

で
と
す
る
。

３

所
属
長
は
、第
一
項
の
規
定
に
よ
り
休
憩
時
間
が
四
十
五
分
間
と
さ
れ
て
い
る
職
員
に
対
し
、

同
項
で
規
定
す
る
勤
務
時
間
の
開
始
前
に
特
に
勤
務
を
命
ず
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
同
項

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
勤
務
日
に
お
け
る
勤
務
時
間
を
午
前
八
時
十
五
分
か
ら
午
後
五

時
十
五
分
ま
で
と
し
、
午
後
零
時
か
ら
一
時
間
を
休
憩
時
間
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
条
に
見
出
し
と
し
て「（
勤
務
時
間
の
割
振
り
等
の
特
例
）」を
付
し
、
同
条
第
二
項
中「（
埼

玉
県
職
員
服
務
規
程（
昭
和
四
十
二
年
埼
玉
県
訓
令
第
四
号
）第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
所
属

長
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」を
削
る
。

本
則
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
休
憩
時
間
に
お
け
る
勤
務
命
令
）

第
三
条

所
属
長
は
、
職
務
の
た
め
臨
時
又
は
緊
急
の
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
職
員
に
対
し
、

第
一
条
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
休
憩
時
間
の
時
限
に
お
い
て
も
勤
務
す
る
こ
と
を
命
ず
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
所
属
長
は
、
当
該
職
員
の
休
憩
時
間
を
確
保
す
る
た

め
、
当
該
勤
務
日
の
勤
務
時
間
内
に
お
い
て
同
条
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
休
憩
時
間
の
時

限
と
は
異
な
る
時
限
を
定
め
て
、
当
該
職
員
に
休
憩
時
間
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

別
表
職
員
課
の
項
休
憩
時
間
の
欄
、
県
政
情
報
セ
ン
タ
ー
の
項
休
憩
時
間
の
欄
、
防
災
航
空
セ

ン
タ
ー
の
項
休
憩
時
間
の
欄
、環
境
科
学
国
際
セ
ン
タ
ー
の
項
休
憩
時
間
の
欄
、総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
項
休
憩
時
間
の
欄
、
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
項
休
憩
時
間
の
欄
及
び

児
童
相
談
所
の
項
休
憩
時
間
の
欄
中
「４５

分

」
を
「４５

分
又
は
１
時
間

」
に
改
め
、
同
表
埼
玉

学
園
の
項
休
憩
時
間
の
欄
中
「４５

分
と
し

」
を
「４５

分
又
は
１
時
間
と
し

」
に
改
め
、
同
表
県
立

大
学
の
項
休
憩
時
間
の
欄
中
「又

は
５０
分

」
を
「
�５０

分
又
は
１
時
間

」
に
改
め
、
同
表
高
等
看

護
学
院
の
項
休
憩
時
間
の
欄
及
び
農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
の
項
休
憩
時
間
の
欄
中「４５

分

とし

」

を
「４５
分
又
は
１
時
間
と
し

」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
十
九
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

埼
玉
県
訓
令
第
二
十
三
号

本

庁

地

域

機

関

技
能
職
員
の
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
九
年
十
一
月
三
十
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

技
能
職
員
の
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

技
能
職
員
の
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
四
十
四
年
埼
玉
県
訓
令
第
五
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
項
休
憩
時
間
の
欄
、
中
央
児
童
相
談
所
の
項
休

憩
時
間
の
欄
、
越
谷
児
童
相
談
所
の
項
休
憩
時
間
の
欄
、
秩
父
高
原
牧
場
の
項
休
憩
時
間
の
欄
及

び
花
と
緑
の
振
興
セ
ン
タ
ー
の
項
休
憩
時
間
の
欄
中
「４５

分
と
し

」
を「４５

分
又
は
１
時
間
と
し

」

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
十
九
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

埼
玉
県
教
育
委
員
会
訓
令
第
七
号

埼
玉
県
教
育
局

県
立
教
育
機
関

教
育
局
等
の
職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

平
成
十
九
年
十
一
月
三
十
日

埼
玉
県
教
育
委
員
会
委
員
長

�

橋

史

朗

教
育
局
等
の
職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

教
育
局
等
の
職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
四
十
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
訓
令
第
三

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
に
見
出
し
と
し
て「（
勤
務
時
間
の
割
振
り
及
び
休
憩
時
間
）」を
付
し
、
同
条
に
次
の
二

項
を
加
え
る
。

２

所
属
長
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
健
康
の
増
進
、
疲
労
の
回
復
そ
の
他
の
理
由
に

よ
り
職
員
か
ら
申
出
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
業
務
に
支
障
を
来
さ
な
い
限
り
、
当
該
職
員

の
休
憩
時
間
を
午
後
零
時
か
ら
一
時
間
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
け
る
当
該
職

－２－
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管
理
規
程 

埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
規
程
第
十
六
号

埼
玉
県
企
業
職
員
就
業
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
九
年
十
一
月
三
十
日

埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
者

今

井

大

輔

埼
玉
県
企
業
職
員
就
業
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

埼
玉
県
企
業
職
員
就
業
規
程
（
昭
和
三
十
八
年
埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
規
程
第
二
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

こ
の
規
程
に
お
い
て
「
所
属
長
」
と
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
に
つ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該

各
号
に
定
め
る
者
を
い
う
。

一

企
業
局
長

公
営
企
業
管
理
者

二

参
事
、
管
理
担
当
部
長
、
水
道
担
当
部
長
、
副
参
事
並
び
に
局
の
主
幹
及
び
主
査

企
業

局
長

三

総
務
課
長
、
財
務
課
長
、
地
域
整
備
課
長
、
電
気
課
長
、
入
札
企
画
室
長
、
主
席
工
事
検

査
員
、
地
域
整
備
事
務
所
長
及
び
発
電
総
合
事
務
所
長

管
理
担
当
部
長

四

水
道
業
務
課
長
、
水
道
施
設
課
長
、
水
道
建
設
課
長
、
浄
水
場
長
、
水
質
管
理
セ
ン
タ
ー

所
長
及
び
水
道
建
設
事
務
所
長

水
道
担
当
部
長

五

前
各
号
及
び
次
号
に
掲
げ
る
職
員
以
外
の
職
員

所
属
す
る
課
の
課
長
又
は
入
札
企
画
室

長
六

地
域
機
関
の
職
員
（
地
域
機
関
の
長
を
除
く
。）

所
属
す
る
地
域
機
関
の
長

第
三
条
第
二
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
所
属
長
が
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
休
憩
時
間
を
午
後
零
時
か
ら
一
時
間
と

し
た
職
員
の
勤
務
時
間
は
、
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
三
十
分
ま
で
と
す
る
。

第
三
条
第
四
項
中
「
第
二
項
」
を
「
第
三
項
」
に
、
「
所
属
長
」
を
「
課
長
等
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
を
「
前
三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第

二
項
中
「
前
項
」
を
「
前
二
項
」
に
、
「
所
属
長
」
を
「
課
長
等
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三

項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

所
属
長
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
健
康
の
増
進
、
疲
労
の
回
復
そ
の
他
の
理
由
に

よ
り
職
員
か
ら
申
出
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
業
務
に
支
障
を
来
さ
な
い
限
り
、
当
該
職
員

の
休
憩
時
間
を
午
後
零
時
か
ら
一
時
間
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
休
憩
時
間
に
お
け
る
勤
務
命
令
）

第
四
条
の
二

所
属
長
は
、
職
務
の
た
め
臨
時
又
は
緊
急
の
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
職
員
に
対

し
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
休
憩
時
間
の
時
限
に
お
い
て
も
勤
務
す
る
こ
と
を
命
ず

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
所
属
長
は
、
当
該
職
員
の
休
憩
時
間
を
確
保
す
る

た
め
、
当
該
勤
務
日
の
勤
務
時
間
内
に
お
い
て
同
条
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
休
憩
時
間
の

時
限
と
は
異
な
る
時
限
を
定
め
て
、
当
該
職
員
に
休
憩
時
間
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
条
中
「
所
属
長
」
を
「
課
長
等
」
に
改
め
る
。

第
六
条
中
「
前
三
条
」
を
「
前
四
条
」
に
改
め
、
同
条
の
表
休
憩
時
間
の
欄
中
「
四
十
五
分
」

の
下
に
「
又
は
一
時
間
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

所
属
長
は
、
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
休
憩
時
間
が
四
十
五
分
間
と
さ
れ
て
い
る
職
員

に
対
し
、
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
の
開
始
前
に
特
に
勤
務
を
命
ず
る
必
要
が
あ

る
場
合
に
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
勤
務
日
に
お
け
る
勤
務
時
間
を
午
前
八
時

員
の
勤
務
時
間
は
、
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
三
十
分
ま
で
と
す
る
。

３

所
属
長
は
、第
一
項
の
規
定
に
よ
り
休
憩
時
間
が
四
十
五
分
間
と
さ
れ
て
い
る
職
員
に
対
し
、

同
項
で
規
定
す
る
勤
務
時
間
の
開
始
前
に
特
に
勤
務
を
命
ず
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
同
項

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
勤
務
日
に
お
け
る
勤
務
時
間
を
午
前
八
時
十
五
分
か
ら
午
後
五

時
十
五
分
ま
で
と
し
、
午
後
零
時
か
ら
一
時
間
を
休
憩
時
間
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
条
に
見
出
し
と
し
て「（
勤
務
時
間
の
割
振
り
等
の
特
例
）」を
付
す
。

本
則
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
休
憩
時
間
に
お
け
る
勤
務
命
令
）

第
三
条

所
属
長
は
、
職
務
の
た
め
臨
時
又
は
緊
急
の
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
職
員
に
対
し
、

第
一
条
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
休
憩
時
間
の
時
限
に
お
い
て
も
勤
務
す
る
こ
と
を
命
ず
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
所
属
長
は
、
当
該
職
員
の
休
憩
時
間
を
確
保
す
る
た

め
、
当
該
勤
務
日
の
勤
務
時
間
内
に
お
い
て
同
条
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
休
憩
時
間
の
時

限
と
は
異
な
る
時
限
を
定
め
て
、
当
該
職
員
に
休
憩
時
間
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

別
表
福
利
課
の
項
休
憩
時
間
の
欄
中
「
四
十
五
分
」
を
「
四
十
五
分
間
又
は
一
時
間
」
に
改
め

る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
十
九
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

－３－

第����号平成��年��月��日（金曜日）
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十
五
分
か
ら
午
後
五
時
十
五
分
ま
で
と
し
、
午
後
零
時
か
ら
一
時
間
を
休
憩
時
間
と
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

第
九
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
前
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一

項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

所
長
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
健
康
の
増
進
、
疲
労
の
回
復
そ
の
他
の
理
由
に
よ

り
日
勤
の
職
員
か
ら
申
出
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
業
務
に
支
障
を
来
さ
な
い
限
り
、
当
該

職
員
の
休
憩
時
間
を
一
回
、
一
時
間
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
け
る
当
該
職
員

の
終
業
時
刻
は
、
午
後
五
時
三
十
分
と
す
る
。

第
九
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
休
憩
時
間
に
お
け
る
勤
務
命
令
）

第
九
条
の
二

所
長
は
、職
務
の
た
め
臨
時
又
は
緊
急
の
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、職
員
に
対
し
、

前
条
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
休
憩
時
間
の
時
限
に
お
い
て
も
勤
務
す
る
こ
と
を
命
ず
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
所
長
は
、
当
該
職
員
の
休
憩
時
間
を
確
保
す
る
た
め
、

当
該
勤
務
日
の
勤
務
時
間
内
に
お
い
て
同
条
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
休
憩
時
間
の
時
限
と

は
異
な
る
時
限
を
定
め
て
、
当
該
職
員
に
休
憩
時
間
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
勤
務
時
間
の
割
振
り
等
の
特
例
）

第
十
条
の
二

所
長
は
、
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
休
憩
時
間
が
一
回
、
四
十
五
分
間
と
さ

れ
て
い
る
日
勤
の
職
員
に
対
し
、
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
始
業
時
刻
前
に
特
に
勤
務
を
命

ず
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
勤
務
日
に
お
け
る
勤
務
時

間
を
午
前
八
時
十
五
分
か
ら
午
後
五
時
十
五
分
ま
で
と
し
、
休
憩
時
間
を
一
時
間
と
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
平
成
十
九
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

埼
玉
県
病
院
局
職
員
就
業
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
規
程
十
三
号

埼
玉
県
病
院
局
職
員
就
業
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
九
年
十
一
月
三
十
日

埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
者

伊

能

睿

埼
玉
県
病
院
局
職
員
就
業
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

埼
玉
県
病
院
局
職
員
就
業
規
程
（
平
成
十
四
年
埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
規
程
第
三
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

こ
の
規
程
に
お
い
て
「
所
属
長
」
と
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
に
つ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該

各
号
に
定
め
る
者
を
い
う
。

一

病
院
局
長

病
院
事
業
管
理
者

二

経
営
管
理
課
長
、
入
札
企
画
室
長
及
び
病
院
の
長

病
院
局
長

三

前
各
号
に
掲
げ
る
職
員
以
外
の
職
員

経
営
管
理
課
長
、
入
札
企
画
室
長
又
は
病
院
の
長

第
三
条
第
二
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
所
属
長
が
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
休
憩
時
間
を
午
後
零
時
か
ら
一
時
間
と

し
た
職
員
の
勤
務
時
間
は
、
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
三
十
分
ま
で
と
す
る
。

第
三
条
第
四
項
中
「
管
理
者
」
を
「
所
属
長
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
前
三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
第
四
項
と
し
、
第
一
項
の
次
に

次
の
二
項
を
加
え
る
。

２

所
属
長
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
健
康
の
増
進
、
疲
労
の
回
復
そ
の
他
の
理
由
に

よ
り
職
員
か
ら
申
出
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
業
務
に
支
障
を
来
さ
な
い
限
り
、
当
該
職
員

の
休
憩
時
間
を
午
後
零
時
か
ら
一
時
間
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
休
憩
時
間
は
、
前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
業
務
の
実
情

に
応
じ
、
所
属
長
が
定
め
る
。

第
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
休
憩
時
間
に
お
け
る
勤
務
命
令
）

第
四
条
の
二

所
属
長
は
、
職
務
の
た
め
臨
時
又
は
緊
急
の
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
職
員
に
対

し
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
休
憩
時
間
の
時
限
に
お
い
て
も
勤
務
す
る
こ
と
を
命
ず

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
所
属
長
は
、
当
該
職
員
の
休
憩
時
間
を
確
保
す
る

た
め
、
当
該
勤
務
日
の
勤
務
時
間
内
に
お
い
て
同
条
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
休
憩
時
間
の

時
限
と
は
異
な
る
時
限
を
定
め
て
、
当
該
職
員
に
休
憩
時
間
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
九
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

２

病
院
長
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
健
康
の
増
進
、
疲
労
の
回
復
そ
の
他
の
理
由
に

よ
り
職
員
か
ら
申
出
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
業
務
に
支
障
を
来
さ
な
い
限
り
、
当
該
職
員

の
休
憩
時
間
を
一
回
、
一
時
間
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

前
二
項
の
休
憩
時
間
は
、
勤
務
時
間
に
含
ま
れ
な
い
も
の
と
す
る
。

第
九
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

－４－
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（
休
憩
時
間
に
お
け
る
勤
務
命
令
）

第
九
条
の
二

病
院
長
は
、
職
務
の
た
め
臨
時
又
は
緊
急
の
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
職
員
に
対

し
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
休
憩
時
間
の
時
限
に
お
い
て
も
勤
務
す
る
こ
と
を
命
ず

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
病
院
長
は
、
当
該
職
員
の
休
憩
時
間
を
確
保
す
る

た
め
、
当
該
勤
務
日
の
勤
務
時
間
内
に
お
い
て
同
条
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
休
憩
時
間
の

時
限
と
は
異
な
る
時
限
を
定
め
て
、
当
該
職
員
に
休
憩
時
間
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
三
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

２

所
属
長
は
、
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
休
憩
時
間
が
四
十
五
分
間
と
さ
れ
て
い
る
職
員

に
対
し
、
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
の
開
始
前
に
特
に
勤
務
を
命
ず
る
必
要
が
あ

る
場
合
に
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
勤
務
日
に
お
け
る
勤
務
時
間
を
午
前
八
時

十
五
分
か
ら
午
後
五
時
十
五
分
ま
で
と
し
、
午
後
零
時
か
ら
一
時
間
を
休
憩
時
間
と
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

３

病
院
長
は
、
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
休
憩
時
間
が
一
回
、
四
十
五
分
間
と
さ
れ
て
い

る
職
員
に
対
し
、
別
表
第
一
に
定
め
る
始
業
時
間
前
に
特
に
勤
務
を
命
ず
る
必
要
が
あ
る
場
合

に
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
表
に
定
め
る
始
業
時
間
を
十
五
分
間
繰
り
上
げ
、
休

憩
時
間
を
一
時
間
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

別
表
第
一
に
備
考
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

備
考

第
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
休
憩
時
間
を
一
回
、１

時
間
と
し
た
職
員
の
終
業
時
間
は
、

各
勤
務
区
分
と
も
に１５

分
間
繰
り
下
が
る
。

別
表
第
二
循
環
器
・
呼
吸
器
病
セ
ン
タ
ー
の
項
休
憩
時
間
の
欄
中
「４５

分
と
し
」
を
「４５

分
又

は１

時
間
と
し
」
に
改
め
、
同
表
循
環
器
・
呼
吸
器
病
セ
ン
タ
ー
の
項
勤
務
時
間
の
割
り
振
り

の
欄
中
「
所
属
長
」
を
「
病
院
長
」
に
改
め
、
同
表
循
環
器
・
呼
吸
器
病
セ
ン
タ
ー
の
項
週
休

日
の
欄
、
が
ん
セ
ン
タ
ー
の
項
週
休
日
の
欄
、
小
児
医
療
セ
ン
タ
ー
の
項
週
休
日
の
欄
及
び
精

神
医
療
セ
ン
タ
ー
の
項
週
休
日
の
欄
中
「
所
属
長
」
を
「
病
院
長
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
平
成
十
九
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

埼
玉
県
告
示
第
千
七
百
三
十
九
号

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律

第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り

定
款
の
変
更
の
認
証
を
受
け
よ
う
と
す
る
特
定

非
営
利
活
動
法
人
か
ら
、
次
の
と
お
り
申
請
書

が
提
出
さ
れ
た
の
で
、
同
条
第
五
項
に
お
い
て

準
用
す
る
同
法
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

公
告
す
る
。

な
お
、
当
該
申
請
に
係
る
変
更
後
の
定
款
並

び
に
当
該
定
款
の
変
更
の
日
の
属
す
る
事
業
年

度
及
び
翌
事
業
年
度
の
事
業
計
画
書
及
び
収
支

予
算
書
を
申
請
の
あ
っ
た
日
か
ら
二
月
間
、
総

務
部
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
推
進
課
及
び
埼
玉
県
西
部
地

域
創
造
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
備
え
置
く
方
法
並

び
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
方
法
（
埼

玉
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（http

://
w
w
w
.saitam

aken-npo.net/

））に
よ
り
縦
覧

に
供
す
る
。

平
成
十
九
年
十
一
月
三
十
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
十
九
年
十
一
月
十
三
日

二

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
荒
川
流
域
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

三

代
表
者
の
氏
名

双
木

小
百
合

四

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

埼
玉
県
入
間
市
大
字
南
峯
四
百
番
地
四

五

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
埼
玉
の
母
な
る
河
・
荒
川
流

域
の
全
流
域
の
住
民
、
子
ど
も
た
ち
に
対

し
、
東
京
湾
ま
で
を
視
野
に
入
れ
た
市
民
主

体
の
一
斉
水
質
調
査
・
川
辺
環
境
調
査
活
動

を
ベ
ー
ス
に
、
河
川
浄
化
と
水
辺
の
良
好
な

自
然
環
境
の
保
全
・
回
復
に
努
め
、
親
し
め

る
川
づ
く
り
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
と
す

る
。

埼
玉
県
告
示
第
千
七
百
四
十
号

自
衛
隊
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第

百
七
十
九
号
）
第
百
十
四
条
、
第
百
十
七
条
及

び
第
百
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
、
自
衛
官
の
募

集
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
十
九
年
十
一
月
三
十
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

一

募
集
期
募
集
区
分

イ

二
等
陸
士
（
男
子
）

ロ

二
等
海
士
（
男
子
）

ハ

二
等
空
士
（
男
子
）

二

応
募
資
格

イ

採
用
予
定
月
の
一
日
現
在
に
お
い
て
年

齢
十
八
歳
以
上
二
十
七
歳
未
満
の
日
本
国

籍
を
有
す
る
者

ロ

自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百

六
十
五
号
）
第
三
十
八
条
第
一
項
に
規
定

す
る
欠
格
事
由
に
該
当
し
な
い
者

三

採
用
試
験
の
方
法

イ

筆
記
試
験
（
国
語
、
数
学
、
社
会
及
び

作
文
）

ロ

口
述
試
験

ハ

適
性
検
査

ニ

身
体
検
査

四

募
集
期
間

第
一
回

平
成
十
九
年
十
二
月
十
日
か
ら

平
成
二
十
年
一
月
十
一
日
ま
で

第
二
回

平
成
二
十
年
一
月
二
十
一
日
か

－５－
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ら
二
月
八
日

五

入
隊
時
期

平
成
二
十
年
三
月
又
は
四
月

六

試
験
期
日
並
び
に
試
験
場
の
位
置
及
び
名

称イ

試
験
期
日

第
一
回

平
成
二
十
年
一
月
十
九
日

第
二
回

平
成
二
十
年
二
月
十
六
日

ロ

試
験
場
の
位
置
及
び
名
称

第
一
回

狭
山
市
稲
荷
山
二
丁
目
三
番

航
空
自
衛
隊
入
間
基
地

第
二
回

さ
い
た
ま
市
北
区
日
進
町
一

丁
目
四
十
番
七
号

陸
上
自
衛
隊
大
宮
駐
屯
地

七

応
募
者
の
受
付

各
市
役
所
、
各
町
村
役
場
並
び
に
自
衛
隊

埼
玉
地
方
協
力
本
部
（
さ
い
た
ま
市
浦
和
区

常
盤
四
丁
目
十
一
番
十
五
号
浦
和
合
同
庁
舎

三
階

電
話
〇
四
八
―
八
三
一
―
六
〇
四

三
）
及
び
各
地
域
事
務
所
に
お
い
て
受
け
付

け
る
。

八

各
地
域
事
務
所
の
位
置
及
び
名
称

イ

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
二
丁
目
三

百
七
十
六
番
地
Ｍ
Ｓ
―
１
ビ
ル
二
階

自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
さ
い
た
ま

地
域
事
務
所

（
電
話
〇
四
八
―
六
五
一
―
二
四
二

〇
）

ロ

所
沢
市
西
所
沢
一
丁
目
九
番
十
九
号
鹿

島
屋
ビ
ル
三
階

自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
入
間
地
域

事
務
所

（
電
話
〇
四
―
二
九
二
三
―
四
六
九

一
）

ハ

練
馬
区
大
泉
学
園
町
陸
上
自
衛
隊
朝
霞

駐
屯
地
内

自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
朝
霞
地
域

事
務
所

（
電
話
〇
四
八
―
四
六
六
―
四
四
三

五
）

ニ

熊
谷
市
筑
波
三
丁
目
九
十
番
地
一
国
際

ビ
ル
二
階

自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
熊
谷
地
域

事
務
所

（
電
話
〇
四
八
―
五
二
二
―
四
八
五

五
）

ホ

秩
父
市
宮
側
町
三
番
地
三

自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
秩
父
地
域

事
務
所

（
電
話
〇
四
九
四
―
二
二
―
六
一
五

七
）

埼
玉
県
告
示
第
千
七
百
四
十
一
号

Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
随
意
契
約
の

相
手
方
を
決
定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
九
年
十
一
月
三
十
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

１
購
入
等
件
名
及
び
数
量

自
動
車
税
等
収
納
磁
気
テ
ー
プ
作
成
業
務
一
式

２
契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
部
局
の
名
称
及
び
所
在
地

埼
玉
県
総
務
部
税
務
課
税
務
総
合
オ
ン
ラ
イ
ン
担
当
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
３

丁
目
１５
番
１
号

３
随
意
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
日

平
成
１９
年
９
月
２８
日

４
随
意
契
約
の
相
手
方
の
氏
名
及
び
住
所

株
式
会
社
埼
玉
り
そ
な
銀
行
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
常
盤
７
丁
目
４
番
１
号

５
契
約
金
額

別
表
の
と
お
り

６
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

随
意
契
約

７
随
意
契
約
と
し
た
理
由

地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
第
１０
条
第
１

項
第
２
号
に
該
当

別
表

業
務
区
分

契
約
金
額（
１
件
当
た
り
の
単
価（
消
費
税
は
除
く。））

自
動
車
税
及
び
自
動
車
取
得
税
収
納
金
日
計
表
デ
ータ
エ
ントリー

１７
．３５
円

自
動
車
税
及
び
自
動
車
取
得
税
領
収
済
通
知
書
デ
ータ
エ
ントリー

１５
．４３
円

自
動
車
税
及
び
自
動
車
取
得
税
O
C
R
読
み
取
り
料

６
．４０
円

自
動
車
税
及
び
自
動
車
取
得
税
磁
気
テ
ー
プ
作
成
手
数
料

１３
．１５
円

埼
玉
県
告
示
第
千
七
百
四
十
二
号

粒
子
状
物
質
を
減
少
さ
せ
る
装
置
の
指
定
を
取
り
消
し
た
の
で
、
平
成
十
四
年
埼
玉
県
告
示
第

千
六
百
七
号
（
粒
子
状
物
質
を
減
少
さ
せ
る
装
置
の
指
定
に
つ
い
て
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

な
お
、
こ
の
指
定
の
取
消
し
前
に
装
着
さ
れ
た
装
置
に
つ
い
て
は
、
取
消
し
の
効
力
は
及
ば
な

い
。

－６－
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平
成
十
九
年
十
一
月
三
十
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

表
Ａ
�
Ｐ
Ｅ
Ｘ

Ｄ
Ｐ
Ｆ
（
１
シ
リ
ー
ズ
）
（
２
シ
リ
ー
ズ
）
（
３
シ
リ
ー
ズ
）
（
４
シ
リ
ー

ズ
）
（
５
シ
リ
ー
ズ
）
の
項
を
削
る
。

埼
玉
県
告
示
第
千
七
百
四
十
三
号

粒
子
状
物
質
を
減
少
さ
せ
る
装
置
の
指
定
を
取
り
消
し
た
の
で
、
平
成
十
五
年
埼
玉
県
告
示
第

千
九
百
六
号
（
粒
子
状
物
質
を
減
少
さ
せ
る
装
置
の
指
定
に
つ
い
て
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

な
お
、
こ
の
指
定
の
取
消
し
前
に
装
着
さ
れ
た
装
置
に
つ
い
て
は
、
取
消
し
の
効
力
は
及
ば
な

い
。

平
成
十
九
年
十
一
月
三
十
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

表
Ａ
�
Ｐ
Ｅ
Ｘ

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ａ
（
Ａ
�
Ｐ
Ｅ
Ｘ

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ａ

Ｍ
シ
リ
ー
ズ
）
（
Ａ
�
Ｐ
Ｅ
Ｘ

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ａ

Ｈ
シ
リ
ー
ズ
）
の
項
を
削
る
。

埼
玉
県
告
示
第
千
七
百
四
十
四
号

粒
子
状
物
質
を
減
少
さ
せ
る
装
置
の
指
定
を
取
り
消
し
た
の
で
、
平
成
十
八
年
埼
玉
県
告
示
第

五
百
七
十
一
号
（
粒
子
状
物
質
を
減
少
さ
せ
る
装
置
の
指
定
に
つ
い
て
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

な
お
、
こ
の
指
定
の
取
消
し
前
に
装
着
さ
れ
た
装
置
に
つ
い
て
は
、
取
消
し
の
効
力
は
及
ば
な

い
。

平
成
十
九
年
十
一
月
三
十
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

表
Ａ
�
Ｐ
Ｅ
Ｘ

Ｎ
Ｐ
Ｒ
（
Ｎ
Ｐ
Ｒ
―
３
―
０
１
）
（
Ｎ
Ｐ
Ｒ
―
３
―
０
２
）
の
項
を
削
る
。

埼
玉
県
告
示
第
千
七
百
四
十
五
号

粒
子
状
物
質
を
減
少
さ
せ
る
装
置
の
指
定
に
変
更
が
あ
っ
た
の
で
、
平
成
十
九
年
埼
玉
県
告
示

第
百
十
五
号
（
粒
子
状
物
質
を
減
少
さ
せ
る
装
置
の
指
定
に
つ
い
て
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

平
成
十
九
年
十
一
月
三
十
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

表
デ
ィ
ゼ
ッ
ク
（
Ｄ
ｅ
Ｘ
ｅ
ｃ
―
Ｓ
１
）
の
項
中
「株

式
会
社
徳
大
寺
自
動
車
文
化
研
究
所

」

を
「株

式
会
社
Ｔ
－
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ

」
に
改
め
る
。

埼
玉
県
告
示
第
千
七
百
四
十
六
号

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
（
平
成
十
三
年
埼
玉
県
条
例
第
五
十
七
号
）
第
三
十
二
条
第
二
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
粒
子
状
物
質
を
減
少
さ
せ
る
装
置
を
指
定
し
た
の
で
、
平
成
十
九
年
埼
玉
県

告
示
第
八
百
二
号
（
粒
子
状
物
質
を
減
少
さ
せ
る
装
置
の
指
定
に
つ
い
て
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

平
成
十
九
年
十
一
月
三
十
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

表
中
表
の
部
分
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

指
定
す
る
減
少
装
置
の
名
称
等
製
作
又
は
販
売

す
る
者
の
氏
名

（
法
人
に
あ
っ

て
は
名
称
及
び

代
表
者
の
氏

名
）

装
着
対
象
自
動
車

そ
の
他
の
条
件

名
称

（
型
式
）
方
式
に

よ
る
区

分

装
着
時

期
に
よ

る
区
分

Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｎ

Ｘ
Ｐ
Ｒ

（
Ａ
Ｃ
Ｒ

Ｎ
Ｘ
Ｐ
Ｒ
―

２
―
０１
）

Ｄ
Ｐ
Ｆ
初
度
登

録
後

株
式
会
社
Ａ
Ｃ

Ｒ松
岡
朋
子

日
産
デ
ィ
ー
ゼ
ル
工
業
株
式

会
社
製
RF８

型
若
し
く
は

RG
８
型
若
し
く
は
三
菱
ふ

そ
う
ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス
株
式

会
社
製
８
D
C
９
型
若
し
く

は
８
D
C１１
型
の
原
動
機
を

搭
載
す
る
自
動
車
の
う
ち
、

平
成
６
年
規
制
に
適
合
す
る

も
の
又
は
日
産
デ
ィ
ー
ゼ
ル

工
業
株
式
会
社
製
Ｒ
G
８
型

若
し
く
は
三
菱
ふ
そ
う
ト
ラ

ッ
ク
・
バ
ス
株
式
会
社
製
８

D
C１１
型
の
原
動
機
を
搭
載

す
る
自
動
車
の
う
ち
、
平
成

－７－
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１１
年
規
制
に
適
合
す
る
も
の

Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｎ

Ｘ
Ｐ
Ｒ

（
Ａ
Ｃ
Ｒ

Ｎ
Ｘ
Ｐ
Ｒ
―

３
―
０３
）

日
産
デ
ィ
ー
ゼ
ル
工
業
株
式

会
社
製
Ｆ
Ｅ
６
型
（
１７０
PS

／
１９５
PS）、

日
野
自
動
車

株
式
会
社
製
J０７
C
型
若
し

く
は
J０８
C
型（
２００
PS／
２１５

PS）
若
し
く
は
三
菱
ふ
そ

う
ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス
株
式
会

社
製
６
D１６
型
若
し
く
は
６

Ｄ
１７
型
（
２００
PS／
２２０
PS）

の
原
動
機
を
搭
載
す
る
自
動

車
の
う
ち
、
平
成
６
年
規
制

に
適
合
す
る
も
の
又
は
日
産

デ
ィ
ー
ゼ
ル
工
業
株
式
会
社

製
FE６

型
若
し
く
は
日
野

自
動
車
株
式
会
社
製
J０７
C

型
若
し
く
は
J０８
C
型
の
原

動
機
を
搭
載
す
る
自
動
車
の

う
ち
、
平
成
１０
年
規
制
に
適

合
す
る
も
の

Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｎ

Ｘ
Ｐ
Ｒ

（
Ａ
Ｃ
Ｒ

Ｎ
Ｘ
Ｐ
Ｒ
―

４
―
０１
）

い
す
ゞ
自
動
車
株
式
会
社
製

４
H
F１
型
（
１３０
PS）、

４
H
G
１
型
若
し
く
は
４
H
J１

型
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会

社
製
１５
B
型
若
し
く
は
三
菱

ふ
そ
う
ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス
株

式
会
社
製
４
D３３
型
若
し
く

は
４
D３５
型
の
原
動
機
を
搭

載
す
る
自
動
車
の
う
ち
、
平

成
６
年
規
制
に
適
合
す
る
も

の
又
は
い
す
ゞ
自
動
車
株
式

会
社
製
４
H
F１
型
、
４
H
G

１
型
若
し
く
は
４
H
J１
型

若
し
く
は
三
菱
ふ
そ
う
ト
ラ

ッ
ク
・
バ
ス
株
式
会
社
製
４

D３３
型
の
原
動
機
を
搭
載
す

る
自
動
車
の
う
ち
、
平
成
１０

年
規
制
に
適
合
す
る
も
の

表
備
考
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

５
平
成
１１
年
規
制
と
は
、
道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
８

年
運
輸
省
令
第
４
号
）
及
び
道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成

９
年
運
輸
省
令
第
２２
号
）
に
よ
る
改
正
後
の
道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
に
定
め
る
自
動
車

排
出
ガ
ス
の
量
に
係
る
規
制
を
い
う
。

埼
玉
県
告
示
第
千
七
百
四
十
七
号

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
（
平
成
十
三
年
埼
玉
県
条
例
第
五
十
七
号
）
第
三
十
二
条
第
二
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
粒
子
状
物
質
を
減
少
さ
せ
る
装
置
を
指
定
し
た
の
で
、
平
成
十
九
年
埼
玉
県

告
示
第
千
二
百
二
十
六
号
（
粒
子
状
物
質
を
減
少
さ
せ
る
装
置
の
指
定
に
つ
い
て
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
十
九
年
十
一
月
三
十
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

表
中
表
の
部
分
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

指
定
す
る
減
少
装
置
の
名
称
等
製
作
又
は
販
売

す
る
者
の
氏
名

（
法
人
に
あ
っ

て
は
名
称
及
び

代
表
者
の
氏

名
）

装
着
対
象
自
動
車

そ
の
他
の
条
件

名
称

（
型
式
）
方
式
に

よ
る
区

分

装
着
時

期
に
よ

る
区
分

Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｐ

Ｍ
Ｒ
（
Ａ
Ｃ
Ｒ

Ｐ
Ｍ
Ｒ
―
５

―
０１
）

Ｄ
Ｐ
Ｆ
初
度
登

録
後

株
式
会
社
Ａ
Ｃ

Ｒ松
岡
朋
子

ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社
製

５
L
型
又
は
日
産
デ
ィ
ー
ゼ

ル
工
業
株
式
会
社
製
Q
D３２

型
（
１００
PS／
１０５
PS／
１１０

PS）
若
し
く
は
TD２７

型
の

原
動
機
を
搭
載
す
る
自
動
車

の
う
ち
、
平
成
９
年
規
制
に

適
合
す
る
も
の

Ｎ
Ｏ
ｘ
・
Ｐ

Ｍ
低
減
装
置

（
Ｅ
ｃ
ｏ
ｎ

ｉ
ｘ
―
Ｌ

１０３
）

Ｄ
Ｐ
Ｆ
初
度
登

録
後

林
化
成
株
式
会

社林
久
二

い
す
ゞ
自
動
車
株
式
会
社
製

１０
PE１

型
、
日
産
デ
ィ
ー

ゼ
ル
工
業
株
式
会
社
製
RF

８
型
若
し
く
は
Ｒ
Ｇ
８
型
、

日
野
自
動
車
株
式
会
社
製
F

－８－
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２０
C
型
又
は
三
菱
ふ
そ
う
ト

ラ
ッ
ク
・
バ
ス
株
式
会
社
製

８
D
C
９
型
、
８
D
C１１
型
若

し
く
は
８
M
２０
型
の
原
動
機

を
搭
載
す
る
自
動
車
の
う

ち
、
平
成
６
年
規
制
に
適
合

す
る
も
の

埼
玉
県
告
示
第
千
七
百
四
十
八
号

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
（
平
成
十
三
年
埼
玉
県
条
例
第
五
十
七
号
）
第
三
十
二
条
第
二
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
粒
子
状
物
質
を
減
少
さ
せ
る
装
置
を
指
定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
告
示
す

る
。

平
成
十
九
年
十
一
月
三
十
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

指
定
す
る
減
少
装
置
の
名
称
等
製
作
又
は
販
売

す
る
者
の
氏
名

（
法
人
に
あ
っ

て
は
名
称
及
び

代
表
者
の
氏

名
）

装
着
対
象
自
動
車

そ
の
他
の
条
件

名
称

（
型
式
）
方
式
に

よ
る
区

分

装
着
時

期
に
よ

る
区
分

Ａ
’Ｐ
Ｅ
Ｘ

Ｄ
Ｐ
Ｆ

（
１シ
リ
ー
ズ
）

（
２シ
リ
ー
ズ
）

（
３シ
リ
ー
ズ
）

（
４シ
リ
ー
ズ
）

（
５シ
リ
ー
ズ
）

Ｄ
Ｐ
Ｆ
初
度
登

録
後

株
式
会
社
Ｅ
Ｓ

Ｒ松
岡
寛

排
気
量
が
３２
，０００
cc
程
度

ま
で
の
原
動
機
を
搭
載
す
る

自
動
車

Ａ
’
Ｐ
Ｅ
Ｘ

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ａ

（
Ａ
’
Ｐ
Ｅ

Ｘ
Ｃ
Ａ
Ｔ

Ａ
Ｍ
シ
リ

ー
ズ
）

（
Ａ
’
Ｐ
Ｅ

酸
化
触

媒
等

初
度
登

録
後

株
式
会
社
Ｅ
Ｓ

Ｒ松
岡
寛

い
す
ゞ
自
動
車
株
式
会
社
製

４
H
E
１
型
、
４
H
F１
型
、

４
H
G
１
型
、
４
H
J１
型
、

４
JG
２
型
、
６
H
E
１
型
、

６
H
H
１
型
、
６
SD
１
型
、

６
W
A１
型
、
６
W
F１
型
、

６
W
G
１
型
、
８
PE
１
型
、

主
と
し
て
一
般
道

路
を
走
行
す
る
場

合
に
限
る
。

Ｘ
Ｃ
Ａ
Ｔ

Ａ
Ｈ
シ
リ

ー
ズ
）

１０
PE１

型
、
１０
TD
１
型
若

し
く
は
１２
PE１

型
、
ト
ヨ

タ
自
動
車
株
式
会
社
製
１

H
D
型
、
１
H
Z
型
、
１
K
Z

型
、
２
C
型
、
２
L
型
、
３

B
型
、
３
L
型
若
し
く
は
１５

B
型
、
日
産
デ
ィ
ー
ゼ
ル
工

業
株
式
会
社
製
ED３５

型
、

FD４６
型
、
FE
６
型
、
G
E

１３
型
、
M
D９２

型
、
N
F
６

型
、
PF６

型
、
PG
６
型
、

Q
D３２
型
、
RF
８
型
、
RG

８
型
、RH

８
型
、RH１０

型
、

TD２５
型
、
TD２７

型
若
し
く

は
TD４２

型
、
日
野
自
動
車

株
式
会
社
製
F１７
D
型
、
F

２０
C
型
、
F２１
C
型
、
J０５
C

型
、
J０７
C
型
、
J０８
C
型
、

K１３
C
型
、
K１３
D
型
、
K

１３
U
型
、
M
１０
U
型
、
P１１

C
型
、
V２６
C
型
若
し
く
は

W
０４
C
型
、
マ
ツ
ダ
株
式
会

社
製
R２
型
、
RF
型
、
VS

型
若
し
く
は
W
L
型
又
は

三
菱
ふ
そ
う
ト
ラ
ッ
ク
・
バ

ス
株
式
会
社
製
４
D３３
型
、

４
D３４
型
、
４
D３５
型
、
４

D
３６
型
、
４
D
５６
型
（
８５

PS）、
４
D６８
型
、
４
D
R５

型
、４
M
４０
型
、４
M
５０
型
、

４
M
５１
型
、
６
D１６
型
、
６

D１７
型
、
６
D２４
型
、
６
D

４０
型
、
８
D
C
９
型
、
８
D
C

１１
型
、
８
M
２０
型
、
８
M
２１

型
、
８
M
２２
型
若
し
く
は
１０

M
２０
型
の
原
動
機
を
搭
載
す

る
自
動
車
の
う
ち
、
平
成
６

年
規
制
に
適
合
す
る
も
の

－９－
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い
す
ゞ
自
動
車
株
式
会
社
製

４
H
F１
型
、
４
H
G
１
型
、

４
H
J１
型
、
４
H
K
１
型
、

４
JG
２
型
、
６
H
H
１
型
、

６
H
K
１
型
、
６
H
L１
型
、

６
SD
１
型
、
６
TE
１
型
、

６
W
F１
型
、
６
W
G
１
型
、

８
PE
１
型
、
８
TD
１
型
、

１０
PE１

型
若
し
く
は
１０
TD

１
型
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式

会
社
製
１
H
D
型
、
１
H
Z

型
、
１
K
Z
型
、
３
C
型
、

４
B
型
、
５
L
型
若
し
く
は

１５
B
型
、
日
産
デ
ィ
ー
ゼ
ル

工
業
株
式
会
社
製
FD４６

型
、
FE
６
型
、
G
E１３
型
、

M
D９２
型
、
PF
６
型
、
Q
D

３２
型
、RG
８
型
、RH

８
型
、

RH１０
型
、
TD２７

型
、
TD

４２
型
若
し
く
は
ZD３０

型
（
７７
kW
）、
日
野
自
動
車
株

式
会
社
製
F１７
D
型
、
F２１

C
型
、
J０５
C
型
、
J０７
C
型
、

J０８
C
型
、
K１３
C
型
、
P１１

C
型
、
S０５
C
型
、
S０５
D
型

若
し
く
は
W
０４
C
型
、
マ

ツ
ダ
株
式
会
社
製
R２
型
、

RF
型
、
VS
型
若
し
く
は

W
L
型
又
は
三
菱
ふ
そ
う
ト

ラ
ッ
ク
・
バ
ス
株
式
会
社
製

４
D３３
型
、
４
D６８
型
、
４

M
４０
型
（
６９
kW
）、
４
M
５０

型
、４
M
５１
型
、６
M
６０
型
、

６
M
６１
型
、
６
M
７０
型
、
８

D
C１１
型
、
８
M
２１
型
、
８

M
２２
型
若
し
く
は
１０
M
２１
型

の
原
動
機
を
搭
載
す
る
自
動

車
の
う
ち
、
平
成
１０
年
規
制

に
適
合
す
る
も
の

Ａ
’
Ｐ
Ｅ
Ｘ

Ｎ
Ｐ
Ｒ

（
Ｎ
Ｐ
Ｒ
―

３
―
０１
）

（
Ｎ
Ｐ
Ｒ
―

３
―
０２
）

Ｄ
Ｐ
Ｆ
初
度
登

録
後

株
式
会
社
Ｅ
Ｓ

Ｒ松
岡
寛

い
す
ゞ
自
動
車
株
式
会
社
製

６
H
H
１
型
（
１７５
PS／
２１０

PS）
原
動
機
を
搭
載
す
る

自
動
車
の
う
ち
、
平
成
６
年

規
制
に
適
合
す
る
も
の

主
と
し
て
一
般
道

路
を
走
行
す
る
場

合
に
限
る
。

い
す
ゞ
自
動
車
株
式
会
社
製

６
H
H
１
型
（
２２５
PS）

原
動
機
を
搭
載
す
る
自
動
車
の

う
ち
、
平
成
１０
年
規
制
に
適

合
す
る
も
の

ス
モ
ー
ク
バ

ス
タ
ー
Ｎ

シ
リ
ー
ズ

（
Ｋ
Ａ
Ｍ
―

１８
Ｎ
型
）

Ｄ
Ｐ
Ｆ
初
度
登

録
後

株
式
会
社
ケ
ミ

カ
ル
オ
ー
ト

熊
井
茂

日
産
デ
ィ
ー
ゼ
ル
工
業
株
式

会
社
製
RF８

型
若
し
く
は

RG
８
型
、
日
野
自
動
車
株

式
会
社
製
F２０
C
型
又
は
三

菱
ふ
そ
う
ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス

株
式
会
社
製
８
D
C
９
型
若

し
く
は
８
D
C１１
型
の
原
動

機
を
搭
載
す
る
自
動
車
の
う

ち
、
平
成
６
年
規
制
に
適
合

す
る
も
の

ス
モ
ー
ク
バ

ス
タ
ー
N

シ
リ
ー
ズ

（
K
AM
―

０８
N
型
）

日
産
デ
ィ
ー
ゼ
ル
工
業
株
式

会
社
製
FE６

型
、
日
野
自

動
車
株
式
会
社
製
J０７
C
型

若
し
く
は
J０８
C
型
又
は
三

菱
ふ
そ
う
ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス

株
式
会
社
製
６
D１６
型
の
原

動
機
を
搭
載
す
る
自
動
車
の

う
ち
、
平
成
６
年
規
制
に
適

合
す
る
も
の

備
考１
「
指
定
す
る
減
少
装
置
の
名
称
等
」
の
「
方
式
に
よ
る
区
分
」
の
欄
の
「
D
PF」（

デ
ィ

ー
ゼ
ル
パ
テ
ィ
キ
ュ
レ
ー
ト
フ
ィ
ル
タ
ー
）
と
は
、
軽
油
を
燃
料
と
す
る
自
動
車
の
排
気
管

等
に
装
着
し
て
、
当
該
自
動
車
か
ら
排
出
さ
れ
る
粒
子
状
物
質
を
捕
集
す
る
こ
と
に
よ
り
減

少
さ
せ
る
方
式
を
い
う
。

２
「
指
定
す
る
減
少
装
置
の
名
称
等
」
の
「
方
式
に
よ
る
区
分
」
の
欄
の
「
酸
化
触
媒
等
」

－１０－
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と
は
、
軽
油
を
燃
料
と
す
る
自
動
車
の
排
気
管
等
に
装
着
し
て
、
当
該
自
動
車
か
ら
排
出
さ

れ
る
粒
子
状
物
質
を
触
媒
の
酸
化
作
用
に
よ
り
減
少
さ
せ
る
方
式
な
ど
「
D
PF」

以
外
の
方

法
に
よ
り
粒
子
状
物
質
を
減
少
さ
せ
る
方
式
を
い
う
。

３
「
指
定
す
る
減
少
装
置
の
名
称
等
」
の
「
装
着
時
期
に
よ
る
区
分
」
の
欄
の
「
初
度
登
録

後
」と
は
、装
着
時
期（
当
該
減
少
装
置
を
当
該
自
動
車
に
装
着
す
る
時
期
の
こ
と
を
い
う
。）

が
、
当
該
自
動
車
が
道
路
運
送
車
両
法
（
昭
和
２６
年
法
律
第
１８５
号
）
第
４
条
の
規
定
に
よ

り
登
録
を
初
め
て
受
け
る
日
以
後
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。

４
平
成
６
年
規
制
と
は
、
道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
３

年
運
輸
省
令
第
３
号
）
に
よ
る
改
正
後
の
道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
に
定
め
る
自
動
車
排

出
ガ
ス
の
量
に
係
る
規
制
を
い
う
。

５
平
成
１０
年
規
制
と
は
、
道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
８

年
運
輸
省
令
第
４
号
）
に
よ
る
改
正
後
の
道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
に
定
め
る
自
動
車
排

出
ガ
ス
の
量
に
係
る
規
制
を
い
う
。

埼
玉
県
告
示
第
千
七
百
四
十
九
号

歯
科
技
工
士
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
一
号
）
附
則
第
二
条
の
規

定
に
よ
り
、
歯
科
技
工
士
試
験
を
次
の
と
お
り
行
う
。

平
成
十
九
年
十
一
月
三
十
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

一

試
験
期
日
及
び
試
験
場
所

試

験

期

日

試

験

場

所

学
説
試
験

平
成
二
十
年
二
月
二
十
日（
水
）

さ
い
た
ま
市
見
沼
区
東
大
宮
一
―
十
二
―
三
十
五

埼
玉
歯
科
技
工
士
専
門
学
校

実
地
試
験

平
成
二
十
年
二
月
二
十
一
日（
木
）
さ
い
た
ま
市
見
沼
区
東
大
宮
一
―
十
二
―
三
十
五

埼
玉
歯
科
技
工
士
専
門
学
校

二

試
験
科
目

歯
科
技
工
士
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
年
厚
生
省
令
第
二
十
三
号
。
以
下
「
施
行
規
則
」
と

い
う
。）
第
八
条
に
掲
げ
る
試
験
科
目

三

受
験
資
格

歯
科
技
工
士
法
（
昭
和
三
十
年
法
律
第
百
六
十
八
号
）
第
十
四
条
に
規
定
す
る
者

四

受
験
手
続

イ

提
出
書
類

施
行
規
則
第
七
条
に
規
定
す
る
受
験
願
書
及
び
書
類

ロ

試
験
手
数
料

三
万
六
千
円
を
埼
玉
県
収
入
証
紙
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
。

ハ

受
験
願
書
の
提
出
期
間
及
び
場
所

平
成
二
十
年
一
月
十
五
日
（
火
）
及
び
一
月
十
六
日
（
水
）

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
前
十
一
時
三
十
分
ま
で
及
び
午
後
一
時
か
ら
午
後
三
時
三
十
分

ま
で埼

玉
県
保
健
医
療
部
保
健
医
療
政
策
課

五

合
格
発
表

平
成
二
十
年
三
月
十
九
日
（
水
）
か
ら
三
月
二
十
一
日
（
金
）

埼
玉
県
告
示
第
千
七
百
五
十
号

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等
を
次
の
と
お

り
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
九
年
十
一
月
三
十
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

一

届
出
の
概
要
等

イ

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

ベ
ス
タ
東
鷲
宮

鷲
宮
町
桜
田
二
丁
目
六
番
地
一

他

ロ

大
規
模
小
売
店
舗
の
設
置
者
及
び
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
代
表
者
の
氏
名

大
規
模
小
売
店
舗
の
設
置
者

株
式
会
社
ベ
ル
ク

代
表
取
締
役

原
島

功

寄
居
町
大
字
用
土
五
千
四
百
五
十
六
番
地

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
な
う
者

株
式
会
社
ベ
ル
ク

代
表
取
締
役

原
島

功

寄
居
町
大
字
用
土
五
千
四
百
五
十
六
番
地

－１１－
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株
式
会
社
セ
キ
薬
品

代
表
取
締
役

関

伸
治

杉
戸
町
高
野
台
四
丁
目
九
番
二
号

他
二
件

ハ

大
規
模
小
売
店
舗
の
新
設
を
す
る
日

平
成
二
十
年
七
月
十
六
日

ニ

大
規
模
小
売
店
舗
内
の
店
舗
面
積
の
合
計

七
千
九
百
三
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル

ホ

大
規
模
小
売
店
舗
の
施
設
の
配
置
に
関
す
る
事
項

駐
車
場
の
位
置
及
び
収
容
台
数

平
面
駐
車
場

位
置

図
面
省
略

収
容
台
数

三
五
〇
台

屋
上
駐
車
場

位
置

図
面
省
略

収
容
台
数

一
八
四
台

合

計

五
三
四
台

駐
輪
場
の
位
置
及
び
収
容
台
数

駐
輪
場
一
〜
四

位
置

図
面
省
略

収
容
台
数

二
二
七
台

自
動
二
輪
用

図
面
省
略

収
容
台
数

一
一
台

荷
さ
ば
き
施
設
の
位
置
及
び
面
積

荷
さ
ば
き
施
設
一
〜
三

位
置

図
面
省
略

面
積

三
六
六
平
方
メ
ー
ト
ル

廃
棄
物
等
の
保
管
施
設
の
位
置
及
び
容
量

廃
棄
物
等
保
管
施
設
一
〜
四

位
置

図
面
省
略

容
量

八
二
・
八
立
方
メ
ー
ト
ル

ヘ

大
規
模
小
売
店
舗
の
施
設
の
運
営
方
法
に
関
す
る
事
項

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
開
店
時
刻
及
び
閉
店
時
刻

株
式
会
社
ベ
ル
ク

午
前
九
時
か
ら
翌
午
前
〇
時

株
式
会
社
セ
キ
薬
品

午
前
十
時
か
ら
午
後
十
時

株
式
会
社
し
ま
む
ら

午
前
十
時
か
ら
午
後
八
時

株
式
会
社
ケ
ー
ヨ
ー

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
八
時

来
客
が
駐
車
場
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
翌
午
前
〇
時
三
十
分

駐
車
場
の
自
動
車
の
出
入
口
の
数
及
び
位
置

出
入
口
一
〜
四

位
置

図
面
省
略

出
入
口

四
箇
所

荷
さ
ば
き
施
設
に
お
い
て
荷
さ
ば
き
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯

荷
さ
ば
き
施
設
一

二
十
四
時
間

荷
さ
ば
き
施
設
二

午
前
六
時
か
ら
午
後
十
時

荷
さ
ば
き
施
設
三

午
前
六
時
か
ら
午
前
九
時

ト

届
出
年
月
日

平
成
十
九
年
十
一
月
十
五
日

二

縦
覧
期
間

平
成
十
九
年
十
一
月
三
十
日
か
ら
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三

縦
覧
場
所

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
支
援
課

埼
玉
県
東
部
産
業
労
働
セ
ン
タ
ー

四

意
見
書
の
提
出

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺

の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に

対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

イ

意
見
書
提
出
期
間

平
成
十
九
年
十
一
月
三
十
日
か
ら
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

ロ

意
見
書
提
出
先

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
支
援
課

埼
玉
県
告
示
第
千
七
百
五
十
一
号

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
九
年
十
一
月
三
十
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

一

届
出
の
概
要
等

イ

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

イ
オ
ン
モ
ー
ル
川
口
キ
ャ
ラ

川
口
市
前
川
一
の
一
の
十
一

ロ

変
更
の
概
要

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
開
店
時
刻
及
び
閉
店
時
刻

（
変
更
前
）
専
門
店

午
前
十
時
か
ら
午
後
十
時

（
変
更
後
）
専
門
店

午
前
十
時
（
年
間
八
十
日
午
前
九
時
）
か
ら
午
後
十
時

ハ

変
更
年
月
日
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平
成
十
九
年
十
一
月
二
十
三
日

ニ

届
出
年
月
日

平
成
十
九
年
十
一
月
十
九
日

二

縦
覧
期
間

平
成
十
九
年
十
一
月
三
十
日
か
ら
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三

縦
覧
場
所

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
支
援
課

埼
玉
県
中
央
産
業
労
働
セ
ン
タ
ー

四

意
見
書
の
提
出

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺

の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に

対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

イ

意
見
書
提
出
期
間

平
成
十
九
年
十
一
月
三
十
日
か
ら
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

ロ

意
見
書
提
出
先

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
支
援
課

埼
玉
県
告
示
第
千
七
百
五
十
二
号

川
島
町
か
ら
川
越
都
市
計
画
防
火
地
域
及
び

準
防
火
地
域
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送

付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十

三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定

に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
都
市
整

備
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
九
年
十
一
月
三
十
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

埼
玉
県
告
示
第
千
七
百
五
十
三
号

川
島
町
か
ら
川
越
都
市
計
画
地
区
計
画
の
変

更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の

で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百

号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該

図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画

課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
九
年
十
一
月
三
十
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

埼
玉
県
告
示
第
千
七
百
五
十
四
号

都
市
再
開
発
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
三

十
八
号
）
第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
越
谷
駅
東
口
市
街
地
再
開
発
組
合
か
ら
理

事
長
の
氏
名
及
び
住
所
の
届
出
が
あ
っ
た
の

で
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
十
九
年
十
一
月
三
十
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

氏
名

�
藤

�

住
所

越
谷
市
弥
生
町
十
二
番
二
十
六
号

埼
玉
県
告
示
第
千
七
百
五
十
五
号

平
成
七
年
埼
玉
県
告
示
第
九
百
五
十
五
号

（
埼
玉
県
収
納
代
理
金
融
機
関
の
指
定
に
つ
い

て
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
十

九
年
十
二
月
三
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
十
九
年
十
一
月
三
十
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

二
中
「
埼
玉
県
内
に
所
在
す
る
店
舗
」
を

「
国
内
に
所
在
す
る
店
舗
」
に
改
め
る
。

埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
六
十

一
号都

市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百

号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の

で
、
公
告
す
る
。

平
成
十
九
年
十
一
月
三
十
日

埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
長

根

岸

功

一

許
可
番
号

平
成
十
九
年
十
月
二
十
二
日

指
令
飯
整
第
一
九
〇
〇
二
九
一
号

二

検
査
済
証
番
号

平
成
十
九
年
十
一
月
二
十
二
日

飯
整
第
一
九
〇
〇
四
三
号

三

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

入
間
郡
毛
呂
山
町
大
字
長
瀬
字
上
石
原
二

二
二
一
番
一
の
一
部
、
二
二
二
二
番
一
の
一

部
四

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

入
間
郡
毛
呂
山
町
大
字
毛
呂
本
郷
一
〇
四

一
番
地

鎌
北
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役

鎌
北

龍
児

埼
玉
県
教
委
告
示
第
三
十
五
号

埼
玉
県
教
育
委
員
会
定
例
会
を
次
の
と
お
り

招
集
す
る
。

平
成
十
九
年
十
一
月
三
十
日

埼
玉
県
教
育
委
員
会
委
員
長

�

橋

史

朗

一

日
時

平
成
十
九
年
十
二
月
五
日

午
前
十
時

二

場
所

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
三
丁
目
十
五
番

一
号埼

玉
県
教
育
局
教
育
委
員
会
室

三

議
題

当
面
す
る
教
育
関
係
諸
問
題
に
つ
い
て
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埼
玉
県
選
管
告
示
第
百
三
十
二
号

公
職
選
挙
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
八
十
九
号
）
第
五
十
五
条
第
二
項
及
び
第
四
項

第
二
号
（
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
及
び
農
業
委
員
会
等
に
関
す

る
法
律
施
行
令
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
七
十
八
号
）
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
並
び
に
最
高
裁

判
所
裁
判
官
国
民
審
査
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
三
年
政
令
第
百
二
十
二
号
）
に
お
い
て
例
に
よ
る

場
合
を
含
む
。）
の
規
定
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
施
設
を
次
の
と
お
り
指
定

し
た
。平

成
十
九
年
十
一
月
三
十
日

埼
玉
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

�

篠

包

埼
玉
県
選
管
告
示
第
百
三
十
三
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
政
治
団
体
か
ら
設
立
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
十
九
年
十
一
月
三
十
日

埼
玉
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

�

篠

包

（
平
成
１９
年
１０
月
１
日
〜
１０
月
３１
日
受
理
分
。
記
載
順
序
は
五
十
音
順
。）

そ
の
他
の
政
治
団
体

政

治

団

体

の

名

称

代
表
者
の
氏
名

会
計
責
任
者
の
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

届

出

年

月

日

小

野

き

よ

し

後

援

会

小

野

潔

東

治

子

吉
川
市
中
曽
根
二
―
一
六
―
六

平
成
十
九
年

十
月
二
十
六
日

柿

沼

秀

雄

後

援

会

柿

沼

秀

雄

柿

沼

央

芳

北
埼
玉
郡
北
川
辺
町
柳
生
二
五
三
九

平
成
十
九
年

十
月

三
日

か

た

の

庄

一

後

援

会

横

田

光

晴

片

野

三
代
吉

北
埼
玉
郡
北
川
辺
町
向
古
河
一
九
六
九

平
成
十
九
年

十
月

五
日

神

谷

大

輔

後

援

会

神

谷

大

輔

橋

本

利

弘

朝
霞
市
東
弁
財
三
―
四
―
六

平
成
十
九
年

十
月

九
日

公
明
党
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
埼
玉
の
会

宮

地

正

介

和

田

清

志

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
三
―
六
―
一
五
相
模
屋
ビ
ル

平
成
十
九
年

十
月

十
日

小

宮

光

枝

後

援

会

中

村

ゆ
り
か

中

村

有
梨
亜

新
座
市
馬
場
三
―
七
―
二
三

平
成
十
九
年

十
月
二
十
四
日

小
山
か
お
る
と
明
日
の
朝
霞
を
考
え
る
会

重

国

博

司

金

田

功

朝
霞
市
仲
町
二
―
二
―
三
八
―
八
〇
五

平
成
十
九
年

十
月

九
日

桜

ひ

ろ

子

後

援

会

増

田

長

蔵

福

島

充

新
座
市
野
火
止
五
―
二
九
―
一
二

平
成
十
九
年

十
月
二
十
九
日

佐
原
の
り
ひ
さ
を
市
政
に
送
る
会

泉

川

眞

洋

新

井

紀

一

新
座
市
新
座
三
―
二
―
一
〇
―
三
〇
二

平
成
十
九
年

十
月

十
六
日

市
民
参
加
の
所
沢
を
創
る
会

木

下

厚

川

村

一

昭

所
沢
市
寿
町
一
三
―
一
一
武
藤
ビ
ル
三
Ｆ

平
成
十
九
年

十
月

二
日

し

ん

ど

う

功

後

援

会

植

野

利

治

橋

本

金

明

桶
川
市
坂
田
四
一
九
―
二

平
成
十
九
年

十
月

三
日

そ

の

だ

照

吉

後

援

会

大
河
原

八

郎

橋

本

実

北
埼
玉
郡
北
川
辺
町
柳
生
一
七
一
八
―
三

平
成
十
九
年

十
月

四
日

チ
ェ
ン
ジ
あ
げ
お
市
民
の
会

下

里

孝

典

互

井

一

臣

上
尾
市
仲
町
二
―
六
―
一
二

一
〇
三
号
室

平
成
十
九
年

十
月
二
十
五
日

と
こ
ろ
さ
わ
３４
万
都
市
を
考
え
る
会

山

下

正

之

柿

沼

英

雄

所
沢
市
小
手
指
町
五
―
一
二
―
四
〇

平
成
十
九
年

十
月

三
日

所
沢
の
ヒ
ラ
リ
ー
！
を
支
援
す
る
会

荻

野

光

男

中

井

眞
一
郎

所
沢
市
旭
町
一
六
―
七
ポ
ッ
ポ
ス
ク
エ
ア
一
〇
二
号
室

平
成
十
九
年

十
月

五
日

中

島

み

ち

は

る

後

援

会

村

上

昇

野

村

一

彦

吉
川
市
栄
町
一
五
六
二
―
九

平
成
十
九
年

十
月

十
八
日

種

類

施
設
の
開
設
主
体
及
び
名
称

所

在

地

老

人

ホ
ー
ム

社
会
福
祉
法
人
友
好
会

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

遊
美
園

さ
い
た
ま
市
西
区
大
字
佐
知
川
一
五

二
二
番
地
一

老

人

ホ
ー
ム

社
会
福
祉
法
人
蓬
莱
会

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

こ
こ
ろ
三
芳

入
間
郡
三
芳
町
大
字
北
永
井
九
四
六

番
一

－１４－

第����号平成��年��月��日（金曜日）
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な

が

さ

わ

純

後

援

会

長

澤

純

横

田

勇

次

上
尾
市
瓦
葺
二
八
二
六
―
一
コ
ス
モ
東
大
宮
二
〇
二

平
成
十
九
年

十
月

一
日

野

中

よ

し

こ

後

援

会

野

中

芳

子

野

中

美

和

北
埼
玉
郡
北
川
辺
町
柳
生
二
一
六
―
一

平
成
十
九
年

十
月

十
日

働

く

か

あ

さ

ん

の

会

藤

本

初

江

山

内

レ
イ
子

上
尾
市
小
泉
四
一
五
―
二

平
成
十
九
年

十
月
二
十
二
日

も

と

や

ま

よ

し

子

後

援

会

本

山

好

子

本

山

文

省

朝
霞
市
本
町
一
―
三
三
―
四
八
―
六
〇
一

平
成
十
九
年

十
月

十
二
日

や

す

だ

真

也

後

援

会

安

田

真

也

安

田

弥

佳

吉
川
市
保
六
五
〇
高
鹿
荘
二
〇
五
号

平
成
十
九
年

十
月

四
日

渡

辺

こ

う

い

ち

後

援

会

渡

辺

健

渡

辺

喜
代
志

上
尾
市
瓦
葺
七
〇
八

平
成
十
九
年

十
月

十
一
日

埼
玉
県
選
管
告
示
第
百
三
十
四
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
政
治
団
体
か
ら
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
十
九
年
十
一
月
三
十
日

埼
玉
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

�

篠

包

（
平
成
１９
年
１０
月
１
日
〜
１０
月
３１
日
受
理
分
。
記
載
順
序
は
五
十
音
順
。）

�

政
党
の
支
部

政

治

団

体

の

名

称

異

動

事

項

新

旧

届

出

年

月

日

公

明

党

川

越

総

支

部

代

表

者

石

川

隆

二

江

田

俊

雄

平
成
十
九
年

十
月

二
日

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

川
越
市
新
宿
町
六
―
一
五
―
八

川
越
市
中
老
袋
八
二
―
三

同

右

公

明

党

越

谷

総

支

部

代

表

者

藤

林

富
美
雄

川

島

秀

男

平
成
十
九
年

十
月

二
日

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

越
谷
市
蒲
生
西
町
一
―
八
―
四
七

越
谷
市
千
間
台
西
五
―
一
七
―
七

同

右

社

会

民

主

党

浦

和

支

部

会

計

責

任

者

船

岡

弘

治

田

口

公

郎

平
成
十
九
年

十
月

九
日

社

会

民

主

党

越

谷

支

部

代

表

者

川

津

正

男

松

苗

真

吉

平
成
十
九
年

十
月

十
一
日

社

会

民

主

党

所

沢

支

部

代

表

者

松

本

明

久

岡

本

富

夫

平
成
十
九
年

十
月

二
日

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

所
沢
市
北
有
楽
町
三
―
一
四
―
一
六

所
沢
市
緑
町
一
―
一
九
―
一
桜
井
ビ
ル
三
Ｆ

同

右

民
主
党
埼
玉
県
第
６
区
総
支
部

会

計

責

任

者

長

嶋

元

種

石

倉

一

美

平
成
十
九
年

十
月

十
九
日

�

そ
の
他
の
政
治
団
体

政

治

団

体

の

名

称

異

動

事

項

新

旧

届

出

年

月

日

い

わ

や

一

弘

後

援

会

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

春
日
部
市
粕
壁
三
―
一
〇
―
四
五
―
七
〇
五
号

春
日
部
市
粕
壁
東
一
―
一
五
―
四
三
―
五
〇
一

平
成
十
九
年

十
月

十
七
日

川
越
大
好
き
ま
ち
づ
く
り
市
民
の
会

代

表

者

野

本

臣

吾

加

藤

正

男

平
成
十
九
年

十
月

三
日

小
山
香
と
明
日
の
朝
霞
を
考
え
る
会

名

称

小
山
香
と
明
日
の
朝
霞
を
考
え
る
会

小
山
か
お
る
と
明
日
の
朝
霞
を
考
え
る
会

平
成
十
九
年

十
月
二
十
二
日

埼
玉
県
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

代

表

者

神

田

順

子

加

藤

佳

子

平
成
十
九
年

十
月

三
十
日

会

計

責

任

者

山
野
井

美

代

池

田

妙

子

同

右

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

さ
い
た
ま
市
北
区
吉
野
町
二
―
一
七
二
―
三

さ
い
た
ま
市
北
区
日
進
町
一
―
二
〇
四
―
二

同

右

斉

藤

雄

二

後

援

会

代

表

者

藤

本

修

金

子

勉

平
成
十
九
年

十
月

二
日

会

計

責

任

者

佐

竹

貞

昭

大

橋

捷

治

同

右

－１５－

第����号平成��年��月��日（金曜日）
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別
記
一
（
平
成
１９
年
１０
月
１
日
〜
１０
月
３１
日
受
理
分
。
記
載
順
序
は
五
十
音
順
。）

�

政
党
の
支
部

政

治

団

体

の

名

称

解

散

年

月

日

届

出

年

月

日

自
由
民
主
党
埼
玉
県
北
第
六
区
第
三
支
部

平
成
十
九
年

十
月

十
二
日

平
成
十
九
年

十
月

十
二
日

自
由
民
主
党
埼
玉
県
南
第
十
二
区
第
一
支
部

平
成
十
九
年

十
月

十
九
日

平
成
十
九
年

十
月

十
九
日

�

そ
の
他
の
政
治
団
体

政

治

団

体

の

名

称

解

散

年

月

日

届

出

年

月

日

石

塚

眞

後

援

会

平
成
十
九
年

十
月

三
日

平
成
十
九
年

十
月

三
日

い

そ

べ

孝

司

後

援

会

平
成
十
九
年

十
月

十
六
日

平
成
十
九
年

十
月

十
七
日

内

田

ひ

さ

え

後

援

会

平
成
十
九
年

十
月
二
十
八
日

平
成
十
九
年

十
月
二
十
九
日

川

島

ひ

ろ

よ

後

援

会

平
成
十
九
年

十
月
三
十
一
日

平
成
十
九
年

十
月
三
十
一
日

北

田

き

よ

し

後

援

会

平
成
十
九
年

九
月

三
十
日

平
成
十
九
年

十
月
二
十
二
日

こ

ば

や

し

金

治

後

援

会

平
成
十
九
年

十
月

十
九
日

平
成
十
九
年

十
月
二
十
二
日

志

賀

久

男

後

援

会

平
成
十
九
年

九
月
二
十
八
日

平
成
十
九
年

十
月

一
日

し

ま

の

直

後

援

会

平
成
十
九
年

十
月

十
二
日

平
成
十
九
年

十
月

十
二
日

し

も

だ

雅

弘

後

援

会

平
成
十
九
年

十
月

十
二
日

平
成
十
九
年

十
月

十
二
日

鈴

木

い

さ

お

後

援

会

平
成
十
九
年

十
月

十
日

平
成
十
九
年

十
月

十
五
日

埼
玉
県
選
管
告
示
第
百
三
十
五
号

政
治
資
金
規
正
法（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

別
記
一
の
政
治
団
体
及
び
同
条
第
二
項
の
適
用
団
体
で
あ
る
別
記
二
の
政
治
団
体
か
ら
解
散
し
た

旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

な
お
、
同
法
第
十
二
条
第
一
項
及
び
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
収
支
報
告
書
の
提
出
が

あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
別
記
三
の
と
お
り
そ
の
要
旨
を
公
表
す

る
。

平
成
十
九
年
十
一
月
三
十
日

埼
玉
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

�

篠

包

白
川
秀
嗣
を
支
え
る
市
民
の
会

会

計

責

任

者

渡

邉

初

江

関

根

功

平
成
十
九
年

十
月

十
八
日

白

川

ひ

で

つ

ぐ

後

援

会

代

表

者

岡

村

宣

夫

伊

藤

幹

夫

平
成
十
九
年

十
月

十
八
日

会

計

責

任

者

渡

邉

初

江

関

根

功

同

右

だ

い

ご

清

後

援

会

代

表

者

小

寺

仁

高

橋

優

平
成
十
九
年

十
月
二
十
三
日

丸

山

眞

司

政

策

研

究

所

名

称

丸
山
眞
司
政
策
研
究
所

丸
山
真
司
を
育
て
る
会

平
成
十
九
年

十
月
三
十
一
日

会

計

責

任

者

川

�

智

武

井

秀

虎

同

右

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

児
玉
郡
上
里
町
神
保
原
町
二
六
八

本
庄
市
小
島
南
四
―
一
―
一

同

右

ロ
ー
カ
ル
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
新
し
い
幸
手
市
を
つ
く
る
会

代

表

者

鈴

木

秀

夫

渡

辺

勝

夫

平
成
十
九
年

十
月

一
日

－１６－
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鈴

木

か

つ

え

後

援

会

平
成
十
九
年

十
月

三
日

平
成
十
九
年

十
月

三
日

せ

ん

が

洋

子

後

援

会

平
成
十
九
年

十
月

五
日

平
成
十
九
年

十
月

五
日

田

口

く

に

お

政

経

懇

話

会

平
成
十
九
年

十
月

二
日

平
成
十
九
年

十
月

三
日

武

川

重

次

後

援

会

平
成
十
九
年

九
月

十
六
日

平
成
十
九
年

十
月

十
一
日

直

心

会

平
成
十
九
年

十
月

十
二
日

平
成
十
九
年

十
月

十
二
日

富

口

ま

す

お

町

政

懇

談

会

平
成
十
九
年

九
月

三
十
日

平
成
十
九
年

十
月
二
十
六
日

中

原

爽

埼

玉

県

後

援

会

平
成
十
九
年

九
月

二
十
日

平
成
十
九
年

十
月

五
日

中

村

こ

う

じ

政

経

懇

話

会

平
成
十
九
年

十
月

五
日

平
成
十
九
年

十
月

五
日

根

岸

き

よ

子

後

援

会

平
成
十
九
年

十
月
二
十
二
日

平
成
十
九
年

十
月
二
十
三
日

野

沢

き

よ

こ

後

援

会

平
成
十
九
年

十
月
二
十
二
日

平
成
十
九
年

十
月
二
十
二
日

二

場

康

江

後

援

会

平
成
十
九
年

十
月

三
十
日

平
成
十
九
年

十
月

三
十
日

増

田

い

く

お

後

援

会

平
成
十
九
年

十
月

十
日

平
成
十
九
年

十
月

十
日

丸

山

し

ん

じ

後

援

会

平
成
十
九
年

十
月

十
五
日

平
成
十
九
年

十
月
三
十
一
日

み

ら

い

ク

ラ

ブ

平
成
十
九
年

十
月

十
五
日

平
成
十
九
年

十
月

十
九
日

村

田

ま

さ

よ

し

後

援

会

平
成
十
九
年

十
月
二
十
三
日

平
成
十
九
年

十
月
二
十
三
日

や

は

ぎ

一

三

後

援

会

平
成
十
九
年

十
月

三
日

平
成
十
九
年

十
月

三
日

若

月

ま

さ

る

後

援

会

平
成
十
九
年

十
月
二
十
三
日

平
成
十
九
年

十
月
二
十
三
日

わ

た

な

べ

四

郎

後

援

会

平
成
十
九
年

十
月
三
十
一
日

平
成
十
九
年

十
月
三
十
一
日

別
記
二
（
平
成
１９
年
１０
月
１
日
〜
１０
月
３１
日
受
理
分
。
記
載
順
序
は
五
十
音
順
。）

�

政
党
の
支
部

政

治

団

体

の

名

称

解

散

年

月

日

届

出

年

月

日

社

会

民

主

党

所

沢

支

部

平
成
十
九
年

十
月

一
日

平
成
十
九
年

十
月

二
日

自

由

民

主

党

大

滝

村

支

部

平
成
十
九
年

十
月

十
一
日

平
成
十
九
年

十
月

十
一
日

自

由

民

主

党

埼

玉

県

塩

政

支

部

平
成
十
九
年

十
月

十
五
日

平
成
十
九
年

十
月

十
五
日

自

由

民

主

党

横

瀬

支

部

平
成
十
九
年

十
月

八
日

平
成
十
九
年

十
月

十
日

�

そ
の
他
の
政
治
団
体

政

治

団

体

の

名

称

解

散

年

月

日

届

出

年

月

日

か

た

の

庄

一

後

援

会

平
成
十
九
年

九
月
二
十
五
日

平
成
十
九
年

十
月

五
日

税

理

士

に

よ

る

土

屋

品

子

後

援

会

平
成
十
九
年

九
月

三
十
日

平
成
十
九
年

十
月
三
十
一
日

そ

の

だ

照

�

後

援

会

平
成
十
九
年

九
月

三
十
日

平
成
十
九
年

十
月

四
日

別
記
三

政
治
団
体
の
名
称

自
由
民
主
党
埼
玉
県
北
第
六
区
第
三
支
部

報
告
年
月
日

平
成
１９
年
１０
月
１２
日

（
平
成
１８
年
分
）

－１７－
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１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

６４５
，２００
円

ア
前
年
繰
越
額

２７２
，６００
円

イ
本
年
収
入
額

３７２
，６００
円

�
支
出
総
額

６４２
，０００
円

２
収
入
・
支
出
の
内
訳

�
収
入
の
内
訳

ア
寄

附
�
寄

付
ａ
政
治
団
体
か
ら
の
寄
附

３００
，０００
円

イ
本
部
又
は
支
部
か
ら
供
与
さ
れ
た
交
付
金
に
係
る
収
入

自
由
民
主
党
埼
玉
県
熊
谷
支
部

７２
，６００
円

合
計

３７２
，６００
円

〔
寄
附
の
内
訳
〕

ア
政
治
団
体
か
ら
の
寄
附

（
団
体
の
名
称
）

（
金

額
）

（
事
務
所
の
所
在
地
）

フ
ォ
ー
ラ
ム
２１

３００
，０００
円

熊
谷

市
�
支
出
の
内
訳

ア
経
常
経
費

�
人

件
費

２４０
，０００
円

�
光
熱
水
費

１３２
，０００
円

�
備
品
・
消
耗
品
費

３０
，０００
円

�
事
務
所
費

２４０
，０００
円

合
計

６４２
，０００
円

（
平
成
１９
年
分
）

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

３
，２００
円

ア
前
年
繰
越
額

３
，２００
円

イ
本
年
収
入
額

０
円

�
支
出
総
額

３
，２００
円

２
収
入
・
支
出
の
内
訳

�
支
出
の
内
訳

ア
経
常
経
費

�
備
品
・
消
耗
品
費

３
，２００
円

合
計

３
，２００
円

政
治
団
体
の
名
称

自
由
民
主
党
埼
玉
県
南
第
十
二
区
第
一
支
部

報
告
年
月
日

平
成
１９
年
１０
月
１９
日

（
平
成
１９
年
分
）

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

３
，４２４
，００４
円

ア
前
年
繰
越
額

３
，０２０
，１９０
円

イ
本
年
収
入
額

４０３
，８１４
円

�
支
出
総
額

３
，４２４
，００４
円

２
収
入
・
支
出
の
内
訳

�
収
入
の
内
訳

ア
寄

附
�
寄

付
ａ
法
人
そ
の
他
の
団
体
か
ら
の
寄
附

４００
，０００
円

イ
そ
の
他
の
収
入

１０
万
円
未
満
の
収
入

３
，８１４
円

合
計

４０３
，８１４
円

〔
寄
附
の
内
訳
〕

ア
法
人
そ
の
他
の
団
体
か
ら
の
寄
附

（
団
体
の
名
称
）

（
金

額
）

（
事
務
所
の
所
在
地
）

関
東
い
す
ず
自
動
車
株
式
会
社

４００
，０００
円

春
日
部

市
�
支
出
の
内
訳

ア
経
常
経
費

�
備
品
・
消
耗
品
費

２０７
，７０４
円

イ
政
治
活
動
費

�
寄
附
・
交
付
金

３
，２１６
，３００
円

合
計

３
，４２４
，００４
円

政
治
団
体
の
名
称

石
塚
眞
後
援
会

－１８－
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資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名

石
塚

眞
資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類

さ
い
た
ま
市
議
会
議
員

報
告
年
月
日

平
成
１９
年
１０
月
３
日

（
平
成
１９
年
分
）

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

０
円

�
支
出
総
額

０
円

政
治
団
体
の
名
称

い
そ
べ
孝
司
後
援
会

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名

磯
部
孝
司

資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類

川
口
市
議
会
議
員

報
告
年
月
日

平
成
１９
年
１０
月
１７
日

（
平
成
１９
年
分
）

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

３１
，６５５
円

ア
前
年
繰
越
額

８
，０１７
円

イ
本
年
収
入
額

２３
，６３８
円

�
支
出
総
額

３１
，６５５
円

２
収
入
・
支
出
の
内
訳

�
収
入
の
内
訳

ア
寄

附
�
寄

付
ａ
政
治
団
体
か
ら
の
寄
附

２３
，６３８
円

合
計

２３
，６３８
円

〔
寄
附
の
内
訳
〕

ア
政
治
団
体
か
ら
の
寄
附

（
団
体
の
名
称
）

（
金

額
）

（
事
務
所
の
所
在
地
）

そ
の
他
の
寄
附

２３
，６３８
円

�
支
出
の
内
訳

ア
政
治
活
動
費

�
組
織
活
動
費

２０
，０００
円

�
調
査
研
究
費

１１
，６５５
円

合
計

３１
，６５５
円

政
治
団
体
の
名
称

内
田
ひ
さ
え
後
援
会

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名

内
田
久
江

資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類

ふ
じ
み
野
市
議
会
議
員

報
告
年
月
日

平
成
１９
年
１０
月
２９
日

（
平
成
１９
年
分
）

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

０
円

�
支
出
総
額

０
円

政
治
団
体
の
名
称

川
島
ひ
ろ
よ
後
援
会

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名

川
島
裕
代

資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類

北
本
市
議
会
議
員

報
告
年
月
日

平
成
１９
年
１０
月
３１
日

（
平
成
１９
年
分
）

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

０
円

�
支
出
総
額

０
円

政
治
団
体
の
名
称

北
田
き
よ
し
後
援
会

報
告
年
月
日

平
成
１９
年
１０
月
２２
日

（
平
成
１９
年
分
）

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

１
，８４６
，１７８
円

ア
前
年
繰
越
額

０
円

イ
本
年
収
入
額

１
，８４６
，１７８
円

�
支
出
総
額

１
，８４６
，１７８
円

２
収
入
・
支
出
の
内
訳

�
収
入
の
内
訳

ア
寄

附
�
寄

付

－１９－
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ａ
個
人
か
ら
の
寄
附

１
，８４６
，１７８
円

合
計

１
，８４６
，１７８
円

〔
寄
附
の
内
訳
〕

ア
個
人
か
ら
の
寄
附

（
寄
附
者
の
氏
名
）

（
金

額
）

（
住

所
）

北
田
千
恵
子

１
，５００
，０００
円

所
沢

市
鈴
木
邦
彦

３００
，０００
円

狭
山

市
そ
の
他
の
寄
附

４６
，１７８
円

�
支
出
の
内
訳

ア
経
常
経
費

�
人

件
費

４３２
，０００
円

�
光
熱
水
費

４４
，０４１
円

�
備
品
・
消
耗
品
費

７
，２３６
円

�
事
務
所
費

８３８
，３７６
円

イ
政
治
活
動
費

�
機
関
紙
誌
の
発
行
そ
の
他
の
事
業
費

４０５
，８７５
円

ａ
宣
伝
事
業
費

４０５
，８７５
円

�
そ
の
他
の
経
費

１１８
，６５０
円

合
計

１
，８４６
，１７８
円

政
治
団
体
の
名
称

こ
ば
や
し
金
治
後
援
会

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名

小
林
金
治

資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類

寄
居
町
議
会
議
員

報
告
年
月
日

平
成
１９
年
１０
月
２２
日

（
平
成
１９
年
分
）

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

０
円

�
支
出
総
額

０
円

政
治
団
体
の
名
称

志
賀
久
男
後
援
会

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名

志
賀
久
男

資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類

川
口
市
議
会
議
員

報
告
年
月
日

平
成
１９
年
１０
月
１
日

（
平
成
１９
年
分
）

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

０
円

�
支
出
総
額

０
円

政
治
団
体
の
名
称

し
ま
の
直
後
援
会

報
告
年
月
日

平
成
１９
年
１０
月
１２
日

（
平
成
１８
年
分
）

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

１
，２０６
，５４２
円

ア
前
年
繰
越
額

２０６
，５４２
円

イ
本
年
収
入
額

１
，０００
，０００
円

�
支
出
総
額

１
，２０３
，５３２
円

２
収
入
・
支
出
の
内
訳

�
収
入
の
内
訳

ア
寄

附
�
寄

付
ａ
政
治
団
体
か
ら
の
寄
附

１
，０００
，０００
円

合
計

１
，０００
，０００
円

〔
寄
附
の
内
訳
〕

ア
政
治
団
体
か
ら
の
寄
附

（
団
体
の
名
称
）

（
金

額
）

（
事
務
所
の
所
在
地
）

直
心
会

１
，０００
，０００
円

熊
谷

市
�
支
出
の
内
訳

ア
経
常
経
費

�
人

件
費

６０
，０００
円

�
光
熱
水
費

８
，０００
円

�
備
品
・
消
耗
品
費

１８
，０００
円

�
事
務
所
費

１２０
，０００
円

イ
政
治
活
動
費

�
組
織
活
動
費

９９７
，５３２
円

－２０－

第����号平成��年��月�	日（金曜日）



合
計

１
，２０３
，５３２
円

（
平
成
１９
年
分
）

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

３
，０１０
円

ア
前
年
繰
越
額

３
，０１０
円

イ
本
年
収
入
額

０
円

�
支
出
総
額

３
，０１０
円

２
収
入
・
支
出
の
内
訳

�
支
出
の
内
訳

ア
経
常
経
費

�
備
品
・
消
耗
品
費

３
，０１０
円

合
計

３
，０１０
円

政
治
団
体
の
名
称

し
も
だ
種
弘
後
援
会

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名

霜
田
種
弘

資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類

さ
い
た
ま
市
議
会
議
員

報
告
年
月
日

平
成
１９
年
１０
月
１２
日

（
平
成
１９
年
分
）

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

０
円

�
支
出
総
額

０
円

政
治
団
体
の
名
称

鈴
木
い
さ
お
後
援
会

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名

鈴
木

勲
資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類

杉
戸
町
議
会
議
員

報
告
年
月
日

平
成
１９
年
１０
月
１５
日

（
平
成
１９
年
分
）

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

０
円

�
支
出
総
額

０
円

政
治
団
体
の
名
称

鈴
木
か
つ
え
後
援
会

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名

鈴
木
勝
江

資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類

嵐
山
町
議
会
議
員

報
告
年
月
日

平
成
１９
年
１０
月
３
日

（
平
成
１９
年
分
）

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

０
円

�
支
出
総
額

０
円

政
治
団
体
の
名
称

せ
ん
が
洋
子
後
援
会

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名

千
賀
洋
子

資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類

鶴
ヶ
島
市
議
会
議
員

報
告
年
月
日

平
成
１９
年
１０
月
５
日

（
平
成
１９
年
分
）

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

０
円

�
支
出
総
額

０
円

政
治
団
体
の
名
称

田
口
く
に
お
政
経
懇
話
会

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名

田
口
邦
雄

資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類

さ
い
た
ま
市
議
会
議
員

報
告
年
月
日

平
成
１９
年
１０
月
３
日

（
平
成
１９
年
分
）

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

０
円

�
支
出
総
額

０
円

政
治
団
体
の
名
称

武
川
重
次
後
援
会

報
告
年
月
日

平
成
１９
年
１０
月
１１
日

（
平
成
１９
年
分
）

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

９
，６００
円

ア
前
年
繰
越
額

２
，３１８
円

－２１－

第����号平成��年��月��日（金曜日）



イ
本
年
収
入
額

７
，２８２
円

�
支
出
総
額

９
，６００
円

２
収
入
・
支
出
の
内
訳

�
収
入
の
内
訳

ア
寄

附
�
寄

付
ａ
個
人
か
ら
の
寄
附

７
，２７８
円

イ
そ
の
他
の
収
入

１０
万
円
未
満
の
収
入

４
円

合
計

７
，２８２
円

〔
寄
附
の
内
訳
〕

ア
個
人
か
ら
の
寄
附

（
寄
附
者
の
氏
名
）

（
金

額
）

（
住

所
）

そ
の
他
の
寄
附

７
，２７８
円

�
支
出
の
内
訳

ア
政
治
活
動
費

�
そ
の
他
の
経
費

９
，６００
円

合
計

９
，６００
円

政
治
団
体
の
名
称

直
心
会

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名

島
野

直
資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類

埼
玉
県
議
会
議
員

報
告
年
月
日

平
成
１９
年
１０
月
１２
日

（
平
成
１８
年
分
）

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

１
，９８８
，０００
円

ア
前
年
繰
越
額

１
，９８８
，０００
円

イ
本
年
収
入
額

０
円

�
支
出
総
額

１
，５５２
，０００
円

２
収
入
・
支
出
の
内
訳

�
支
出
の
内
訳

ア
経
常
経
費

�
人

件
費

３６０
，０００
円

�
光
熱
水
費

２４
，０００
円

�
備
品
・
消
耗
品
費

４８
，０００
円

�
事
務
所
費

１２０
，０００
円

イ
政
治
活
動
費

�
寄
附
・
交
付
金

１
，０００
，０００
円

合
計

１
，５５２
，０００
円

（
平
成
１９
年
分
）

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

４３６
，０００
円

ア
前
年
繰
越
額

４３６
，０００
円

イ
本
年
収
入
額

０
円

�
支
出
総
額

４３６
，０００
円

２
収
入
・
支
出
の
内
訳

�
支
出
の
内
訳

ア
経
常
経
費

�
人

件
費

２７０
，０００
円

�
光
熱
水
費

２０
，０００
円

�
備
品
・
消
耗
品
費

３６
，０００
円

�
事
務
所
費

１１０
，０００
円

合
計

４３６
，０００
円

政
治
団
体
の
名
称

富
口
ま
す
お
町
政
懇
話
会

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名

富
口
�
壽
夫

資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類

越
生
町
議
会
議
員

報
告
年
月
日

平
成
１９
年
１０
月
２６
日

（
平
成
１９
年
分
）

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

０
円

�
支
出
総
額

０
円

政
治
団
体
の
名
称

中
原
爽
埼
玉
県
後
援
会

－２２－

第���	号平成��年��月�
日（金曜日）



報
告
年
月
日

平
成
１９
年
１０
月
５
日

（
平
成
１９
年
分
）

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

０
円

�
支
出
総
額

０
円

政
治
団
体
の
名
称

中
村
こ
う
じ
政
経
懇
話
会

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名

中
村
孝
治

資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類

川
越
市
議
会
議
員

報
告
年
月
日

平
成
１９
年
１０
月
５
日

（
平
成
１９
年
分
）

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

０
円

�
支
出
総
額

０
円

政
治
団
体
の
名
称

根
岸
き
よ
子
後
援
会

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名

根
岸
清
子

資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類

深
谷
市
議
会
議
員

報
告
年
月
日

平
成
１９
年
１０
月
２３
日

（
平
成
１９
年
分
）

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

０
円

�
支
出
総
額

０
円

政
治
団
体
の
名
称

野
沢
き
よ
こ
後
援
会

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名

野
沢
喜
代
子

資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類

深
谷
市
議
会
議
員

報
告
年
月
日

平
成
１９
年
１０
月
２２
日

（
平
成
１９
年
分
）

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

０
円

�
支
出
総
額

０
円

政
治
団
体
の
名
称

二
場
康
江
後
援
会

報
告
年
月
日

平
成
１９
年
１０
月
３０
日

（
平
成
１９
年
分
）

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

０
円

�
支
出
総
額

０
円

政
治
団
体
の
名
称

増
田
い
く
お
後
援
会

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名

増
田
育
夫

資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類

幸
手
市
議
会
議
員

報
告
年
月
日

平
成
１９
年
１０
月
１０
日

（
平
成
１９
年
分
）

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

２５０
，０００
円

ア
前
年
繰
越
額

０
円

イ
本
年
収
入
額

２５０
，０００
円

�
支
出
総
額

２５０
，０００
円

２
収
入
・
支
出
の
内
訳

�
収
入
の
内
訳

ア
寄

附
�
寄

付
ａ
政
治
団
体
か
ら
の
寄
附

２５０
，０００
円

合
計

２５０
，０００
円

〔
寄
附
の
内
訳
〕

ア
政
治
団
体
か
ら
の
寄
附

（
団
体
の
名
称
）

（
金

額
）

（
事
務
所
の
所
在
地
）

公
明
党
埼
玉
県
本
部

２５０
，０００
円

さ
い
た
ま
市

�
支
出
の
内
訳

ア
政
治
活
動
費

�
機
関
紙
誌
の
発
行
そ
の
他
の
事
業
費

２５０
，０００
円

ａ
宣
伝
事
業
費

２５０
，０００
円

合
計

２５０
，０００
円

－２３－

第����号平成��年��月��日（金曜日）



政
治
団
体
の
名
称

丸
山
し
ん
じ
後
援
会

報
告
年
月
日

平
成
１９
年
１０
月
３１
日

（
平
成
１９
年
分
）

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

０
円

�
支
出
総
額

０
円

政
治
団
体
の
名
称

み
ら
い
ク
ラ
ブ

報
告
年
月
日

平
成
１９
年
１０
月
１９
日

（
平
成
１９
年
分
）

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

０
円

�
支
出
総
額

０
円

政
治
団
体
の
名
称

村
田
ま
さ
よ
し
後
援
会

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名

村
田
正
佳

資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類

鴻
巣
市
議
会
議
員

報
告
年
月
日

平
成
１９
年
１０
月
２３
日

（
平
成
１９
年
分
）

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

４
，７２５
円

ア
前
年
繰
越
額

０
円

イ
本
年
収
入
額

４
，７２５
円

�
支
出
総
額

４
，７２５
円

２
収
入
・
支
出
の
内
訳

�
収
入
の
内
訳

ア
寄

附
�
寄

付
ａ
政
治
団
体
か
ら
の
寄
附

４
，７２５
円

合
計

４
，７２５
円

〔
寄
附
の
内
訳
〕

ア
政
治
団
体
か
ら
の
寄
附

（
団
体
の
名
称
）

（
金

額
）

（
事
務
所
の
所
在
地
）

そ
の
他
の
寄
附

４
，７２５
円

�
支
出
の
内
訳

ア
経
常
経
費

�
備
品
・
消
耗
品
費

４
，７２５
円

合
計

４
，７２５
円

政
治
団
体
の
名
称

や
は
ぎ
一
三
後
援
会

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名

矢
作
一
三

資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類

幸
手
市
議
会
議
員

報
告
年
月
日

平
成
１９
年
１０
月
３
日

（
平
成
１９
年
分
）

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

０
円

�
支
出
総
額

０
円

政
治
団
体
の
名
称

若
月
ま
さ
る
後
援
会

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名

若
月

勝
資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類

鴻
巣
市
議
会
議
員

報
告
年
月
日

平
成
１９
年
１０
月
２３
日

（
平
成
１９
年
分
）

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

０
円

�
支
出
総
額

０
円

政
治
団
体
の
名
称

わ
た
な
べ
四
郎
後
援
会

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名

渡
辺
四
郎

資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類

鴻
巣
市
議
会
議
員

報
告
年
月
日

平
成
１９
年
１０
月
３１
日

（
平
成
１９
年
分
）

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

２６７
，７８１
円

－２４－

第����号平成��年��月��日（金曜日）



ア
前
年
繰
越
額

２６７
，７８１
円

イ
本
年
収
入
額

０
円

�
支
出
総
額

２６７
，７８１
円

２
収
入
・
支
出
の
内
訳

�
支
出
の
内
訳

ア
経
常
経
費

�
備
品
・
消
耗
品
費

１４５
，２６１
円

イ
政
治
活
動
費

�
機
関
紙
誌
の
発
行
そ
の
他
の
事
業
費

１２２
，５２０
円

ａ
宣
伝
事
業
費

１２２
，５２０
円

合
計

２６７
，７８１
円

政
治
団
体
の
名
称

社
会
民
主
党
所
沢
支
部

報
告
年
月
日

平
成
１９
年
１０
月
２
日

（
平
成
７
年
分
）

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

２
，０３６
，６６４
円

ア
前
年
繰
越
額

１３６
，６６４
円

イ
本
年
収
入
額

１
，９００
，０００
円

�
支
出
総
額

０
円

２
収
入
・
支
出
の
内
訳

�
収
入
の
内
訳

ア
本
部
又
は
支
部
か
ら
供
与
さ
れ
た
交
付
金
に
係
る
収
入

社
会
民
主
党
埼
玉
県
連
合

１
，９００
，０００
円

合
計

１
，９００
，０００
円

（
平
成
８
年
分
）

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

３
，５５６
，６６４
円

ア
前
年
繰
越
額

２
，０３６
，６６４
円

イ
本
年
収
入
額

１
，５２０
，０００
円

�
支
出
総
額

０
円

２
収
入
・
支
出
の
内
訳

�
収
入
の
内
訳

ア
本
部
又
は
支
部
か
ら
供
与
さ
れ
た
交
付
金
に
係
る
収
入

社
会
民
主
党
埼
玉
県
連
合

１
，５２０
，０００
円

合
計

１
，５２０
，０００
円

（
平
成
９
年
分
）

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

４
，１５６
，６６４
円

ア
前
年
繰
越
額

３
，５５６
，６６４
円

イ
本
年
収
入
額

６００
，０００
円

�
支
出
総
額

０
円

２
収
入
・
支
出
の
内
訳

�
収
入
の
内
訳

ア
本
部
又
は
支
部
か
ら
供
与
さ
れ
た
交
付
金
に
係
る
収
入

社
会
民
主
党
埼
玉
県
連
合

６００
，０００
円

合
計

６００
，０００
円

（
平
成
１０
年
分
）

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

４
，７５６
，６６４
円

ア
前
年
繰
越
額

４
，１５６
，６６４
円

イ
本
年
収
入
額

６００
，０００
円

�
支
出
総
額

０
円

２
収
入
・
支
出
の
内
訳

�
収
入
の
内
訳

ア
本
部
又
は
支
部
か
ら
供
与
さ
れ
た
交
付
金
に
係
る
収
入

社
会
民
主
党
埼
玉
県
連
合

６００
，０００
円

合
計

６００
，０００
円

（
平
成
１１
年
分
）

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

５
，１１６
，６６４
円

ア
前
年
繰
越
額

４
，７５６
，６６４
円

イ
本
年
収
入
額

３６０
，０００
円

�
支
出
総
額

０
円

－２５－

第����号平成��年��月��日（金曜日）



２
収
入
・
支
出
の
内
訳

�
収
入
の
内
訳

ア
本
部
又
は
支
部
か
ら
供
与
さ
れ
た
交
付
金
に
係
る
収
入

社
会
民
主
党
埼
玉
県
連
合

３６０
，０００
円

合
計

３６０
，０００
円

（
平
成
１２
年
分
）

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

５
，１１６
，６６４
円

ア
前
年
繰
越
額

５
，１１６
，６６４
円

イ
本
年
収
入
額

０
円

�
支
出
総
額

０
円

（
平
成
１３
年
分
）

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

５
，１１６
，６６４
円

ア
前
年
繰
越
額

５
，１１６
，６６４
円

イ
本
年
収
入
額

０
円

�
支
出
総
額

０
円

（
平
成
１４
年
分
）

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

５
，１１６
，６６４
円

ア
前
年
繰
越
額

５
，１１６
，６６４
円

イ
本
年
収
入
額

０
円

�
支
出
総
額

０
円

（
平
成
１５
年
分
）

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

５
，１１６
，６６４
円

ア
前
年
繰
越
額

５
，１１６
，６６４
円

イ
本
年
収
入
額

０
円

�
支
出
総
額

０
円

（
平
成
１６
年
分
）

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

５
，１１６
，６６４
円

ア
前
年
繰
越
額

５
，１１６
，６６４
円

イ
本
年
収
入
額

０
円

�
支
出
総
額

０
円

（
平
成
１７
年
分
）

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

５
，１１６
，６６４
円

ア
前
年
繰
越
額

５
，１１６
，６６４
円

イ
本
年
収
入
額

０
円

�
支
出
総
額

０
円

（
平
成
１８
年
分
）

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

５
，１１６
，６６４
円

ア
前
年
繰
越
額

５
，１１６
，６６４
円

イ
本
年
収
入
額

０
円

�
支
出
総
額

０
円

（
平
成
１９
年
分
）

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

５
，１１６
，６６４
円

ア
前
年
繰
越
額

５
，１１６
，６６４
円

イ
本
年
収
入
額

０
円

�
支
出
総
額

０
円

政
治
団
体
の
名
称

自
由
民
主
党
大
滝
支
部

報
告
年
月
日

平
成
１９
年
１０
月
１１
日

（
平
成
１７
年
分
）

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

８５
，５９２
円

ア
前
年
繰
越
額

６１
，５９２
円

イ
本
年
収
入
額

２４
，０００
円

�
支
出
総
額

８５
，５９２
円

２
収
入
・
支
出
の
内
訳

�
収
入
の
内
訳

－２６－

第����号平成��年��月��日（金曜日）



ア
党
費
又
は
会
費

２４
，０００
円

（
１０
人
）

合
計

２４
，０００
円

�
支
出
の
内
訳

ア
経
常
経
費

�
事
務
所
費

８
，０００
円

イ
政
治
活
動
費

�
組
織
活
動
費

９
，６６０
円

�
選
挙
関
係
費

６７
，９３２
円

合
計

８５
，５９２
円

（
平
成
１８
年
分
）

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

０
円

�
支
出
総
額

０
円

（
平
成
１９
年
分
）

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

０
円

�
支
出
総
額

０
円

政
治
団
体
の
名
称

自
由
民
主
党
埼
玉
県
塩
政
支
部

報
告
年
月
日

平
成
１９
年
１０
月
１５
日

（
平
成
１７
年
分
）

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

８７７
，７１４
円

ア
前
年
繰
越
額

８７７
，７１４
円

イ
本
年
収
入
額

０
円

�
支
出
総
額

０
円

（
平
成
１８
年
分
）

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

８７７
，７１４
円

ア
前
年
繰
越
額

８７７
，７１４
円

イ
本
年
収
入
額

０
円

�
支
出
総
額

０
円

（
平
成
１９
年
分
）

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

８７７
，７１４
円

ア
前
年
繰
越
額

８７７
，７１４
円

イ
本
年
収
入
額

０
円

�
支
出
総
額

０
円

政
治
団
体
の
名
称

自
由
民
主
党
横
瀬
支
部

報
告
年
月
日

平
成
１９
年
１０
月
１０
日

（
平
成
１７
年
分
）

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

１０７
，７６８
円

ア
前
年
繰
越
額

９
，３６８
円

イ
本
年
収
入
額

９８
，４００
円

�
支
出
総
額

１０７
，０００
円

２
収
入
・
支
出
の
内
訳

�
収
入
の
内
訳

ア
党
費
又
は
会
費

９８
，４００
円

（
４１
人
）

合
計

９８
，４００
円

�
支
出
の
内
訳

ア
政
治
活
動
費

�
組
織
活
動
費

１０７
，０００
円

合
計

１０７
，０００
円

（
平
成
１８
年
分
）

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

１５
，１６９
円

ア
前
年
繰
越
額

７６８
円

イ
本
年
収
入
額

１４
，４０１
円

�
支
出
総
額

０
円

２
収
入
・
支
出
の
内
訳

－２７－

第����号平成��年��月��日（金曜日）



�
収
入
の
内
訳

ア
党
費
又
は
会
費

１４
，４００
円

（
６
人
）

イ
そ
の
他
の
収
入

１
円

合
計

１４
，４０１
円

（
平
成
１９
年
分
）

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

３３
，２０４
円

ア
前
年
繰
越
額

１５
，１６９
円

イ
本
年
収
入
額

１８
，０３５
円

�
支
出
総
額

３３
，２０４
円

２
収
入
・
支
出
の
内
訳

�
収
入
の
内
訳

ア
党
費
又
は
会
費

１８
，０００
円

（
８
人
）

イ
そ
の
他
の
収
入

３５
円

合
計

１８
，０３５
円

�
支
出
の
内
訳

ア
政
治
活
動
費

�
組
織
活
動
費

３３
，２０４
円

合
計

３３
，２０４
円

政
治
団
体
の
名
称

か
た
の
庄
一
後
援
会

報
告
年
月
日

平
成
１９
年
１０
月
５
日

（
平
成
１５
年
分
）

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

０
円

�
支
出
総
額

０
円

（
平
成
１６
年
分
）

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

０
円

�
支
出
総
額

０
円

（
平
成
１７
年
分
）

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

０
円

�
支
出
総
額

０
円

（
平
成
１８
年
分
）

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

０
円

�
支
出
総
額

０
円

（
平
成
１９
年
分
）

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

０
円

�
支
出
総
額

０
円

政
治
団
体
の
名
称

税
理
士
に
よ
る
土
屋
品
子
後
援
会

報
告
年
月
日

平
成
１９
年
１０
月
３１
日

（
平
成
１２
年
分
）

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

２１
，６１２
円

ア
前
年
繰
越
額

２１
，６１２
円

イ
本
年
収
入
額

０
円

�
支
出
総
額

０
円

（
平
成
１３
年
分
）

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

２１
，６１２
円

ア
前
年
繰
越
額

２１
，６１２
円

イ
本
年
収
入
額

０
円

�
支
出
総
額

０
円

（
平
成
１４
年
分
）

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

３０
，０００
円

ア
前
年
繰
越
額

２１
，６１２
円

イ
本
年
収
入
額

８
，３８８
円

－２８－

第����号平成��年��月��日（金曜日）



�
支
出
総
額

３０
，０００
円

２
収
入
・
支
出
の
内
訳

�
収
入
の
内
訳

ア
寄

附
�
寄

付
ａ
個
人
か
ら
の
寄
附

８
，３８８
円

合
計

８
，３８８
円

〔
寄
附
の
内
訳
〕

ア
個
人
か
ら
の
寄
附

（
寄
附
者
の
氏
名
）

（
金

額
）

（
住

所
）

そ
の
他
の
寄
附

８
，３８８
円

�
支
出
の
内
訳

ア
経
常
経
費

�
事
務
所
費

３００
，０００
円

合
計

３００
，０００
円

（
平
成
１５
年
分
）

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

０
円

�
支
出
総
額

０
円

（
平
成
１６
年
分
）

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

０
円

�
支
出
総
額

０
円

（
平
成
１７
年
分
）

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

０
円

�
支
出
総
額

０
円

（
平
成
１８
年
分
）

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

０
円

�
支
出
総
額

０
円

（
平
成
１９
年
分
）

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

０
円

�
支
出
総
額

０
円

政
治
団
体
の
名
称

そ
の
だ
照
�
後
援
会

報
告
年
月
日

平
成
１９
年
１０
月
４
日

（
平
成
１２
年
分
）

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

０
円

�
支
出
総
額

０
円

（
平
成
１３
年
分
）

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

０
円

�
支
出
総
額

０
円

（
平
成
１４
年
分
）

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

０
円

�
支
出
総
額

０
円

（
平
成
１５
年
分
）

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

０
円

�
支
出
総
額

０
円

（
平
成
１６
年
分
）

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

０
円

�
支
出
総
額

０
円

（
平
成
１７
年
分
）

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

０
円

�
支
出
総
額

０
円

（
平
成
１８
年
分
）

１
収
入
・
支
出
の
総
額

－２９－

第����号平成��年��月��日（金曜日）
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�
収
入
総
額

０
円

�
支
出
総
額

０
円

（
平
成
１９
年
分
）

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

０
円

�
支
出
総
額

０
円

埼
玉
県
選
管
告
示
第
百
三
十
六
号

政
治
資
金
規
正
法（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
公
職
の
候
補
者
か
ら
資
金
管
理
団
体
の
指
定
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
十
九
年
十
一
月
三
十
日

埼
玉
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

�

篠

包

（
平
成
１９
年
１０
月
１
日
〜
１０
月
３１
日
受
理
分
。
記
載
順
序
は
五
十
音
順
。）

そ
の
他
の
政
治
団
体

届
出
者
の
氏
名
（
代
表
者
の
氏
名
）

公

職

の

種

類

資
金
管
理
団
体
の
名
称

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

届

出

年

月

日

小

野

潔

吉
川
市
議
会
議
員

小
野
き
よ
し
後
援
会

吉
川
市
中
曽
根
二
―
一
六
―
六

平
成
十
九
年

十
月
二
十
六
日

神

谷

大

輔

朝
霞
市
議
会
議
員

神
谷
大
輔
後
援
会

朝
霞
市
東
弁
財
三
―
四
―
六

平
成
十
九
年

十
月

九
日

小

林

金

治

寄
居
町
議
会
議
員

こ
ば
や
し
金
治
後
援
会

大
里
郡
寄
居
町
三
ヶ
山
四
四

平
成
十
九
年

十
月
二
十
二
日

長

澤

純

上
尾
市
議
会
議
員

な
が
さ
わ
純
後
援
会

上
尾
市
瓦
葺
二
八
二
六
―
一

平
成
十
九
年

十
月

一
日

コ
ス
モ
東
大
宮
二
〇
二

藤

本

初

江

上
尾
市
議
会
議
員

働
く
か
あ
さ
ん
の
会

上
尾
市
小
泉
四
一
五
―
二

平
成
十
九
年

十
月
二
十
二
日

本

山

好

子

朝
霞
市
議
会
議
員

も
と
や
ま
よ
し
子
後
援
会

朝
霞
市
本
町
一
―
三
三
―
四
八
―
六
〇
一

平
成
十
九
年

十
月

十
二
日

埼
玉
県
選
管
告
示
第
百
三
十
七
号

政
治
資
金
規
正
法（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
公
職
の
候
補
者
か
ら
資
金
管
理
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
十
九
年
十
一
月
三
十
日

埼
玉
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

�

篠

包

（
平
成
１９
年
１０
月
１
日
〜
１０
月
３１
日
受
理
分
。
記
載
順
序
は
五
十
音
順
。）

そ
の
他
の
政
治
団
体

届
出
者
の
氏
名
（
代
表
者
の
氏
名
）

公
職
の
種
類

資
金
管
理
団
体
の
名
称

異

動

事

項

新

旧

届

出

年

月

日

醍

醐

清

埼
玉
県
議
会
議
員

伸
清
会

公
職
の
種
類

埼
玉
県
議
会
議
員

朝
霞
市
議
会
議
員

平
成
十
九
年

十
月
二
十
三
日

丸

山

眞

司

埼
玉
県
議
会
議
員

丸
山
眞
司
政
策
研
究
所

届
出
者
の
氏
名（
代
表
者
の
氏
名
）

丸

山

眞

司

丸

山

真

司

平
成
十
九
年

十
月
三
十
一
日

公
職
の
種
類

埼
玉
県
議
会
議
員

上
里
町
議
会
議
員

同

右

名
称

丸
山
眞
司
政
策
研
究
所

丸
山
真
司
を
育
て
る
会

同

右

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

児
玉
郡
上
里
町
神
保
原
町
二
六
八

本
庄
市
小
島
南
四
―
一
―
一

同

右

－３０－

第����号平成��年��月��日（金曜日）



埼
玉
県
選
管
告
示
第
百
三
十
八
号

政
治
資
金
規
正
法（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
公
職
の
候
補
者
か
ら
資
金
管
理
団
体
の
指
定
の
取
消
し
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
十
九
年
十
一
月
三
十
日

埼
玉
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

�

篠

包

（
平
成
１９
年
１０
月
１
日
〜
１０
月
３１
日
受
理
分
。
記
載
順
序
は
五
十
音
順
。）

そ
の
他
の
政
治
団
体

届
出
者
の
氏
名
（
代
表
者
の
氏
名
）

公
職
の
種
類

資
金
管
理
団
体
の
名
称

指
定
取
消
年
月
日

届

出

年

月

日

石

塚

眞

さ
い
た
ま
市
議
会
議
員

石
塚
眞
後
援
会

平
成
十
九
年

十
月

三
日

平
成
十
九
年

十
月

三
日

磯

部

孝

司

川
口
市
議
会
議
員

い
そ
べ
孝
司
後
援
会

平
成
十
九
年

十
月

十
六
日

平
成
十
九
年

十
月

十
七
日

川

島

裕

代

北
本
市
議
会
議
員

川
島
ひ
ろ
よ
後
援
会

平
成
十
九
年

十
月
三
十
一
日

平
成
十
九
年

十
月
三
十
一
日

志

賀

久

男

川
口
市
議
会
議
員

志
賀
久
男
後
援
会

平
成
十
九
年

九
月
二
十
八
日

平
成
十
九
年

十
月

一
日

島

野

直

埼
玉
県
議
会
議
員

直
心
会

平
成
十
九
年

十
月

十
二
日

平
成
十
九
年

十
月

十
二
日

霜

田

雅

弘

さ
い
た
ま
市
議
会
議
員

し
も
だ
雅
弘
後
援
会

平
成
十
九
年

十
月

十
二
日

平
成
十
九
年

十
月

十
二
日

鈴

木

勲

杉
戸
町
議
会
議
員

鈴
木
い
さ
お
後
援
会

平
成
十
九
年

十
月

十
五
日

平
成
十
九
年

十
月

十
五
日

鈴

木

勝

江

嵐
山
町
議
会
議
員

鈴
木
か
つ
え
後
援
会

平
成
十
九
年

十
月

三
日

平
成
十
九
年

十
月

三
日

千

賀

洋

子

鶴
ヶ
島
市
議
会
議
員

せ
ん
が
洋
子
後
援
会

平
成
十
九
年

十
月

五
日

平
成
十
九
年

十
月

五
日

田

口

邦

雄

さ
い
た
ま
市
議
会
議
員

田
口
く
に
お
政
経
懇
話
会

平
成
十
九
年

十
月

二
日

平
成
十
九
年

十
月

三
日

富

口

�
壽
夫

越
生
町
議
会
議
員

富
口
ま
す
お
町
政
懇
談
会

平
成
十
九
年

九
月

三
十
日

平
成
十
九
年

十
月
二
十
六
日

中

村

孝

治

川
越
市
議
会
議
員

中
村
こ
う
じ
政
経
懇
話
会

平
成
十
九
年

十
月

五
日

平
成
十
九
年

十
月

五
日

根

岸

清

子

深
谷
市
議
会
議
員

根
岸
き
よ
子
後
援
会

平
成
十
九
年

十
月
二
十
二
日

平
成
十
九
年

十
月
二
十
三
日

野

沢

喜
代
子

深
谷
市
議
会
議
員

野
沢
き
よ
こ
後
援
会

平
成
十
九
年

十
月
二
十
二
日

平
成
十
九
年

十
月
二
十
二
日

増

田

育

夫

幸
手
市
議
会
議
員

増
田
い
く
お
後
援
会

平
成
十
九
年

十
月

十
日

平
成
十
九
年

十
月

十
日

村

田

正

佳

鴻
巣
市
議
会
議
員

村
田
ま
さ
よ
し
後
援
会

平
成
十
九
年

十
月
二
十
三
日

平
成
十
九
年

十
月
二
十
三
日

矢

作

一

三

幸
手
市
議
会
議
員

や
は
ぎ
一
三
後
援
会

平
成
十
九
年

十
月

三
日

平
成
十
九
年

十
月

三
日

若

月

勝

鴻
巣
市
議
会
議
員

若
月
ま
さ
る
後
援
会

平
成
十
九
年

十
月
二
十
三
日

平
成
十
九
年

十
月
二
十
三
日

渡

辺

四

郎

鴻
巣
市
議
会
議
員

わ
た
な
べ
四
郎
後
援
会

平
成
十
九
年

十
月
三
十
一
日

平
成
十
九
年

十
月
三
十
一
日

発 行 日

毎

週

火
曜
日
・
金
曜
日

購読料金

一
年
四
万
三
千
四
百
円

（
郵
便
料
金
を
含
む
。）

発 行 者

埼

玉

県

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
三
丁
目
十
五
番
一
号

〇
四
八
―
八
二
四
―
二
一
一
一（
代
表
） 埼

玉
県
報
ホ

�ム
ペ

�ジ
ア
ド
レ
ス

http
://w

w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/A
0 1
/

B
A
0 0
/kenpouhom

e/fr_top.htm

印 刷 所

関

東

図

書

株

式

会

社

さ
い
た
ま
市
南
区
別
所
三
―
一
―
一
〇

〇
四
八
―
八
六
二
―
二
九
〇
一（
代
表
）

再生紙を使用しています。 －３１－
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